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序

平成17年10月1日 、熊谷市、大里 町、妻沼町の一市二町が、さ らに平成19年2月13日 、

江南 町 と合 併 して、新r熊 谷市』 が誕生いた しました。

新r熊 谷 市』 は、 南 北約20km、 東 西約14kmに わ た り、面積 は159.88km、 人 口は20

万人 を超 える こととな り、県 北最大 の都市 として生まれ変 わ りま した。

新市 は、 関東平野 を縦横 に流 れる荒川 と利根川 の2大 河 川が最 も近接す る流 域 に位

置 し、 平坦 な地形 に肥沃 な大地 と豊 かな 自然が広が ってお ります。

こうした 自然環境 のも と、新市 内 には先人たち によって多 くの文化財が営 々 と築か

れてき ました。 これ らの文化財は、郷土 の発展やそ の過程 を物語 る証 である とともに、

私 たち の子孫 の繁栄 の指標 ともなる先 人の貴 重な足跡で あ ります。私 たち は、 こうし

た文化 遺産 を継承 し、 次世代へ と伝 え、 さ らに豊 かな熊谷市形成 のための礎 と してい

かなければ な らな いと考 えてお ります。

本書 は、 新市 として初 めて刊行す る埋蔵文化財発掘 調査報告書 とな ります。本書 が

埋蔵文化財 保護、学術研究 の基礎 資料 として、 また埋蔵文化 財 の普及 ・啓発 の資料 と

して広 くご活用 いただければ幸 い と存 じます。

最後 にな りま したが、発掘調査 及び報告書刊行 に至 るまで、 文化財保護法 の趣 旨を

尊重 され、 ご理解 ご協 力を賜 りま した皆様 にはあつ くお礼 申 し上げ ます。

平成20年3月

熊谷市教育委員会

教育長 野原 晃



例 自

1本 書は、 「箕輪遺跡」と 「上前原遺跡」 の発掘調査報告書である。

箕輪遺跡 埼玉県熊谷市箕輪34-1番 地所在(埼 玉県遺跡番号64:40)

上前原遺跡 埼玉県熊谷市千代65-1番 地先他所在(埼 玉県遺跡番号65-22)

2本 調査は、個人住宅造成 ・建築工事に伴う事前の記録保存目的の発掘調査である。箕輪遺跡は旧大

里町教育委員会が、上前原遺跡は旧江南町教育委員会が実施した。

3本 事業 の組織 と経緯 は、 各 「調査 に至 る経過」 に記載 の とお りである。

箕輪遺跡 の発掘調査期 間は、平成10年2月2日 か ら平成10年3月18日 及び、

平成11年3月1日 か ら平成11年3月18日 まで である。

整理 ・報告書作成期間 は、平成19年4月16日 ～平成20年3月31日 までで ある。

上原前遺跡 の発掘調査期 間は、平成16年11月2日 か ら平成16年11月29日 及び、

平成18年8月1日 か ら平成18年8月31日 までで ある。

整理は平成18年10月1日 よ り平成19年12月10日 まで、報告書作成期間は、平成19年9月1日 ～平成

20年3月31日 までである。

4発 掘調査の担当は

箕輪遺跡は、旧大里町教育委員会 出縄 康行が発掘を担当し、整理報告書作成 ・編集執筆は熊谷

市教育委員会寺社下 博が行った。

上前原遺跡は、旧江南町教育委員会の森田 安彦と新井 端が発掘を担当し、整理報告書作成 ・編

集執筆は熊谷市教育委員会新井 端が行なった。

5発 掘調査における写真撮影は、

箕輪遺跡は、現場写真を出縄が、遺物の写真撮影は寺社下が行った。

上前原遺跡は、現場写真を森田と新井が、遺物の写真は新井が行なった。

6本 書にかかる資料は熊谷市教育委員会が保管 している。

7本 書の作成にあた り、下記の方々及び機関などか らご教示、ご協力を賜った。

記して感謝申し上げます。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課(当 時)(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業団
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本書における挿図指示は次のとお りである。

挿図縮尺は、各挿図中に示してある。

遺構の略記号は次のとお りである。

S1竪 穴住居跡SS集 石土壊SK土 墳 ・

挿図中、断面図に添えてある数値は標高を示している。

挿図中の遺物の縮尺は、次のとお りである。

土器片 ・土器…1/3・1/4・1/6石 器 ・石製品…1/3・1/4

土製品 ・滑石製模造品 ・古銭…1/2瓦 ・石製品…1/6

遺物実測図の表現方法は、以下のとおりである。

土師器 ・土器 ・石器断面 白抜き

須恵器 ・断面 黒塗り

灰紬陶器 ・断面 要

回転糸切 りd

回転ヘラ削 り ＼

回転ヘラナデ ＼

挿図中の遺物はすべて観察表にその内容を記 してある。計測数値中、()が 付されるものは推

定値を表す。

6 ,遺物拓影図は、原則 として向って左側に外面を示 した。なお、内外面両方を示す場合には左側に内

面、右側に外面を示 した。

7写 真図版の遺物縮尺はすべて任意である。

8土 層及び土器の色調は、『新版標準土色帖第14版 』(小 山正忠 ・竹原秀雄編著、農林省農林水産技術

会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色標監修、日本色研事業株式会社発行1994)を 参考にした。
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1 箕輪遺跡の調査

1発 掘調査の概要

1調 査に至る経過

平成9年12月 、土地所有者であり事業主でもある福田ますみ氏より、自宅裏の敷地を小区画の家庭菜

園用地 として分譲するとともに福田氏個人の農地として改良する旨の連絡を受けた。当事業予定地は、

埋蔵文化財包蔵地内であるため試掘調査の実施に協力して欲 しい旨を伝え、了承を得た。後 日、福田氏

よ り試掘調査依頼書の提出があ り、大里村教育委員会では事業予定地1,642㎡ を対象に、平成10年1月

12日から1月16日 にかけて試掘調査を行った。'調査区に幅2mの トレンチを東西方向に4本 設定し、重

機で表土を除去するとともに調査区東側隅に一部残る土塁とそれに伴う堀の有無を確認するため南北方

向に トレンチ1本 を設定した。調査は遺構、遺物の有無と併せて基本土層を確認した。調査区南西側で

は現地表から約60cmで ローム層を検出するが、主だった遺構や遺物は確認されなかった。一方、調査

区北東側においては、現地表か ら約40cmで 方形周溝墓と思われる溝の一部 と弥生式土器を確認する。

調査区東側では、古墳跡1基 、平安時代の住居跡1軒 等を確認するものの土塁に伴う堀については検

出することはできなかった。その後、事業主と遺跡の保存について協議を行い、今回の家庭菜園として

分譲することから遺構への影響が少ないものと判断したため工事に際しては十分注意し行うよう指示を

行った。 しか しながら東側に残る一部土塁については、現状保存を求めたが、農地 とし改良するため変

更等は不可能であったため、記録保存を目的に発掘調査を実施することとした。発掘の通知は、平成10

年4月16日 付け大里教発第160号 、同161号 で提出している。

箕輪遺跡第2地 点については、平成11年1月 に原因者である岡田英昭氏より、個人専用住宅建設に伴

う試掘調査依頼書の提出があ り、村教育委員会では平成11年1月29日 に391㎡ を対象 とした試掘調査を

行った・住居跡1軒 や土塁に伴う堀が検出された。後 日、岡田氏 と村教育委員会は遺跡の保存等につい

て協議を行ったが遺跡の現状保存は困難とのことから、記録保存を目的とした発掘調査を行 う措置をと

ることとなった。発掘の通知は、平成11年4月6日 付け大里教発第130号 で提出している。

2発 掘調査の経過

箕輪遺跡は平成10年2月2日 か ら3月18日 にかけて実施した。2月4日 か ら土塁の測量を行い、現況

測量図を作成する。終了後、土塁の精査を人力で行う。土塁覆土中には拳大のロームブロックをはじめ

人頭大の凝灰岩質砂岩や少量の遺物が出土したが、土塁の構築時期を示す遺物は検出されなかった。

2月16日 にはローム面まで掘 り下げ、その結果、古墳の周溝と古墳時代前期の住居跡1軒 を検出した。

遺構は3月6日 に完掘 し、写真撮影を行い、機材を撤去して全ての作業を終了した。

箕輪遺跡第2地 点は、平成11年3月1日 から3月26日 にかけて実施 した。重機 によるローム面までの

表土除去を行うが、廃土の置き場の確保が困難なため調査区を2分 割 し、東側区より遺構調査を開始す

る。検出遺構は住居跡1軒 、溝2条 、堀の一部である。東側区終了後、廃土を反転させ西側区の遺構調

査を開始する。西側区においては、住居跡1軒 、方形周溝墓2基 とともに土塁に伴 う堀を検出する。

遺構は3月24日 に完掘 し、写真撮影を行い、機材を撤去 して全ての作業を終了した。
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3整 理 ・報告書作成の経過

箕輪遺跡の整理 ・報告書作 成作業 は、平成19年4月16日 よ り出土遺物 の水洗い ・注記、 復元、実測 ・

拓 本取 りと進 め、 これ と並行 して 図面整理 ・写真整理 を実施 して いった。10月 には遺物及び遺構 図の ト

レースを行 い、 図版 の作成 を行 って いった。 さ らに遺物写真撮影 ・写真 図版作 成 ・報告書割付 ・原稿 執

筆 を行 い、平成20年2月5日 に作業 を終 了した。そ して、 印刷業者 の選定の後報告書 の印刷 に入 り、校

正 を行 い、3月 末 日に報告書 を刊行 した。

4箕 輪遺跡発掘調査 の組織(平 成9年 度 ・10年度)

調査主体者

事 務 局

大里村教育委員会

教 育 長 金井

教 育 次 長 金子

社会教育係長 宮崎

文化財 担 当 出縄

発掘作 業 員8名

岩夫

冨夫

哲

康行

5整 理 ・報告書作成 の組織(平 成19年 度)

調査主体者

事 務 局

熊谷市教育委員会

教 育 長

教 育 次 長

社会教育課長

社会教育課文化財保護担当副参事

社会教育課副課長

社会教育課副課長

社会教育課文化財保護係主幹兼係長

主査

主査

主任

主事

野原 晃

増田 和巳

関口 和佳

今井 宏

新井 端

出縄 康行

金子 正之

寺社下 博

吉野 健

松田 哲

松村 聡
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H 遺跡の立地 と環境

熊谷市は、北側で群馬県 との境を利根川が、南側では旧熊谷市と旧江南町・旧大里町 との境を荒川が、

それぞれ西から南東方向に向かって流れてお り、両河川が最も近接する地域である。市域の大半は両河

川によって造 りだされた妻沼低地及び熊谷扇状地に占められているが、西部は櫛引台地、南部は江南台

地(一 部比企丘陵)に よって形作 られている。旧大里町内の台地は、丘陵部から高低差をもつ三つの平

坦面に区分される。

箕輪遺跡は、標高27～25mの 最下段の台地上に位置 し、低断崖 を経て、東側一帯は荒川及び和田吉野

川によって造 りだされた低地帯が形成されている。同じ最下段の台地上には、北側に北廓遺跡(3)、

西側に玉太岡遺跡(4)、 南か ら東側に中廓遺跡(5)が 本遺跡と接しなが ら、本遺跡を取 り囲んだ状

況で立地 している。 また西側 の玉太岡遺跡 との間には、全長74m、 前方後円墳のとうかん山古墳(A)

が所在 している。箕輪遺跡は、縄文時代をはじめ弥生時代、古墳時代、奈良 ・平安時代、そして土塁が

残る中世館跡の遺跡として周知の遺跡であるが、周囲の遺跡 もまた、縄文時代各期 ・弥生時代後期を中

心に、断続的に長期に及ぶことを特徴 としている。

本遺跡の南に位置する中段の台地上には、弥生時代後期か ら古墳時代前 ・中期、そして平安時代に及ぶ

船木遺跡(6)、 同じく弥生時代後期(一 部中期の土器 も観察されている)を 中心としなが ら、平安時

代の住居跡内から 「有」字印をも出土 している円山遺跡(7)が 所在 している。

上段の台地上には、その最高位に径90mの 円墳 ・甲山古墳が所在している。

一方・断崖下に広がる荒川及び和田吉野川によって造 り出された低地帯でも、古墳時代前期の大型の方

形周溝墓に代表される下田町遺跡(2)に み られるように、弥生時代後期以降大規模な集落が展開され

ていくのである。

第1図 埼玉県の地形図
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第2図 周辺の遺跡分布図
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第1表 周辺遺跡一覧表

古墳 ・古墳群 D
F

秋葉塚 H

.
賢木岡古墳群 L 大境南古墳群

A
1

とうかん山古墳 E 円山古墳群 1 甲山古墳 M 庚塚古墳
B

-..一...三千塚古墳群 F 船木古墳群 J 楓山古墳 N 田甲原古墳
C 雷電山古墳 G 阿諏訪野古墳 K 東山古墳群

i集 落跡 ・その他
. 3 北廓遺跡

i
6 船木遺跡 9 北谷南遺跡

1 箕輪遺跡 4 玉太岡遺跡 7 円山遺跡 10 大谷瓦窯跡
2 下田町遺跡 5 中廓遺跡 8 桜谷遺跡 11 吉ヶ谷遺跡
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皿 遺跡の概要

箕輪遺跡は、東経136°36'23"、 北緯36°56'26"の 熊谷市箕輪34-1他 に所在する。

全体では、先にも記したように縄文時代をはじめ弥生時代、古墳時代、奈良 ・平安時代、そして土塁

が残る中世館跡の遺跡として知 られている。今回報告するのは、遺跡北西隅にあたる区域(第3図)で

ある。遺跡は、北に接して縄文時代前期、弥生時代後期(住 居跡・方形周溝墓)、 奈良・平安時代の遺構・

遺物を出土した北廓遺跡(吉 見小学校内を中心 とする)、 南に接して縄文時代晩期の祭祀遺物を出土 し

た中廓遺跡が位置 しており、現状では3遺 跡に分割されてはいるが、本来は沖積地を望む低位台地の先

端部に一つの遺跡を形成 していたと考えられる。さらに、北廓遺跡 とは県道冑山熊谷線を挟んで位置す

る東松山市岡の玉太岡遺跡は、弥生時代後期～平安時代の複合遺跡であるが、やはり同一遺跡を形成 し

ているといえる。

また西50rnに はとうかん山古墳が位置し、本遺跡で点々と検出されている古墳跡との関連をうかがわ

せる。

IV遺 構 と遺物

調査 区は、 南北 ほぼ35m、 東西22mで 、 南北に長 く変 則的な形状 とな るが、検 出された遺構数 は、住居

跡9軒 、古墳 吐1基 、方形周溝墓2基 、 井戸跡1基 、溝 跡7条 、堀1条 、土塁、掘立列3列 、 ピッ ト等

がある。 各遺構 は、かな り密 に分布 し、重複 している ものがほとん どであ る。便宜上、整理時 に各辺10

mの 方眼(東 西A～D、 南 北0～4)を 配 した。呼称 は各 々北東 の交点名 を用 い、Bラ イ ンと1ラ イ ン

の交点 か ら南 部及び西部10m範 囲をB-1区 とした(第4図)。

9軒 検 出された住 居跡は、北側のC-1、-2区 と、南側 のC-4ポ イ ン ト付近の2箇 所 に集 中す る。

方 形周溝・墓 は北側 の住居跡集中地域 に2基 が接 して位置 し、古墳肚 は、南端部に一部が検 出 されて いる。

中央部 に東西行 して いる堀は、調査 区内で も西端 と北辺が調査 されたに過ぎず、 さ らに東西 に延伸 して

いる。 また堀は、本来 当位置 に存在 した多 くの遺構 を削除 して いることは、想像 に難 くな い。土 塁は、

北辺 の1ラ イ ン上(調 査 区域外 ・北土塁 と呼称)、 及 びB-3区 か らC-3区 へ、そ して南 に折れ てC

-4区 へ と移行 してい る(南 土塁 と呼称)
。

出土遺物の時期 は、縄文 前期か ら近世 に及ぶが、小片 のものが大部分で あ り、流れ込 みの様相 を示す

ものが多 い。 こう した状況 の中、第1号 方形周溝墓主体部か らガ ラス小玉が、 土塁下 か ら須 恵器短頸壺

が ほぼ完形で、 また試掘 トレンチ の方形周溝墓 と思われ る溝の一部か ら弥生土器 を検 出 している。

第1号 住居跡(第5図 ・第6図)B-1区 か らC-1区 に渡って位 置 して いる。2.10rn部 分 を残 し

北側半分は調査 区外で ある。第1号 方形周溝墓 の主体部 か ら北西側 の溝 に至 る地域 を切断 している。残

存 している南辺は3.25mを 計 り、両隅は矩形 を呈す る。全体 では南北方向 に長軸 をもつ長方形 を呈す る

もの と思 われ る・ 長軸 の方位はN-8°-Wを 示す。床面 はやや固 く、ほぼ水平 を成すが、柱穴等は検

出 されていない。 またカマ ドも検 出され ていない。遺物 は、全て覆土 中か らで あるが、須 恵器蓋 、同杯、

同甕、土 師器杯、 同甕、同甑、砥石等が 出土 して いる。
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第1号 住居跡
土膚説明(A-A'、B-B')

1暗 褐色粘土。褐色土粒を主とし、粒子粗く多量の砂粒を含む。ローム粒を少量含む。粘性締り

弱い。

2暗 褐色粘土。褐色土粒を主とするが、ローム粒を多量に含む。粘性弱く、締りやや強い。
3黒 褐色粘土。黒色士粒を主とし、粒子粗く褐色粒子を少量含む。ローム粒・焼土粒を少量含

む。粘性締りやや強い。

《 黒褐色粘土。第3層 にローム粒を多量に含んだ土層。粘性締りやや強い。

第5図

一

5暗 褐色粘土。褐色土粒を多く含む。ローム粒・焼土粒・粘性粒をやや多く含む。粘性締りやや

弱い。
6暗 褐色粘土。黒色士粒を少量含む。粒子の細かい褐色土粒を主とし、ローム粒・焼土粒を多く

含む。粘性やや強く、締りやや強い。
7黒 褐色粘土。粒子の粗い黒色土粒と、直径1～2c組のロームプロソクを多く含む。粘性やや強

く締りやや弱い。
8褐 色粘土。直径1～2c磁のロームブ羅ックを少量と、ローム粒を多量に、また少量の黒色士粒を

含む。粘性・締りやや弱い。

第1号 住居跡

第2号 住居跡(第7図)C-1区 に南辺 の一部 のみがみ られるが、大部分 は調査 区外で ある。 また

第3号 溝跡 に も大 き く切断 されて いる。残存 して いるのは南壁 の一部80cm範 囲のみであるが、壁 がほぼ

直立 し、床 面が固 く水平 を成す ところか ら住居跡 とした ものである。遺物 は、弥 生式 の壺形土器片 がわ

ず かに出土 したのみで ある。

第2表 第1号 住居跡出土遺物観察表(第6図)

Nαレ 器 種i口 径1器 高1底 径i胎 土 暁劇 色調1残 存率1備 考

藍 須 恵器 ・蓋 一 一 一 A・B・F・J・N B 青灰 口縁 欠3/4
2 須 恵器 ・蓋 .一 … 　

A・B・F・N A 青灰 口縁 部1/8

3 須 恵器 ・蓋 一 … 一 A・D・F・N C 青灰 天 井 部1/3
4 須 恵器 ・杯 (12.4) 　 一 A・B・F B 青灰 口縁部1/6

5 須 恵器 ・杯 (11.8) … 一 A・B・F・N B 緑灰 口縁 部1/8 外面煤付着。
6 須 恵器 ・杯 (11.4) 一 一 A・B・F A 青灰 口縁部1/8
7 須 恵器 ・杯 12.4 3.2 6.8 A・B・F・N B 青灰 一 部欠

8 須 恵器 ・杯 11.6 3.1 6.0 A・B・F B 灰 2/3

9 須 恵器 ・杯 　 一 6.5 A・B・F・1・N B 青灰 底部1/2

10 須 恵器 ・杯 一 一 (6.6> A・B・F・1・N B 青灰 底 部1/3

11 須 恵器 ・杯 一 一 6.5 A・F・N B 青灰 底 部2/3

12 須 恵器 ・杯 一 一 (8.2> A・B・F・ 蛋 B 青灰 底 部1/4

13 須 恵器 ・杯 一 ㎜ (7.6) A・B・F・1・N B 青灰 底 部1/6

14 須 恵器 ・杯 一 一 (6.6) A・F・N C 紫灰 底 部1/4

15 須恵器 ・高台椀 一 … 7.8 A・B・F・H・N A 青灰 底 部1/2

16 須恵器 ・高台付杯 一 一 (6.6) A・B・D・F・1 A 暗青灰 底 部1/3

17 須 恵器 ・壺 一 一 (9.8) A・B・E・F・1 B 灰 底 部1/4
18 須 恵器 ・甕 (24.0) 一 一

A・N・E・1 B 暗青灰 口縁部1/2

19 須 恵器 ・甕 　 一 一
A・II・N B 青灰 肩 の一 部

20 土 師器 ・杯 (11.9) (3.5) 一
A・B・G・ 」 B にぶい機 1/2底部中央欠

21 土師器 ・高杯 一 ㎝ 一
A・B・1・N B 灰赤 3/4接 合 部 のみ

22 土 師器 ・壺 一 一 (7.0) A・B・C・ 」・N B にぶい赤褐 底 部1/2
23 土 師器 ・甕 (15.3) 　 一

A・C・ 」・N B にぶい赤褐 1/6 内面炭化物。外面煤付着。
24 土師器 ・台付甕 一 一 一

A・B・E・II・ 」・K・醒 B にぶい褐 接合部のみ 外面吸炭。
土 師器 ・甑 (14。5) (8.3) (4.7) A・B・H・1・K・N B 橋 1/3

弥 生 ・壺 一 一 (4.1) A・H・N B にぶい榿 底 部1/3 外面 吸炭 。木 の葉 底 。

弥 生 ・深鉢 一 一 一
A・C・1・N B 褐 小片(口縁部)

灘 弥 生 ・深鉢 一 一 一 A・B・C・1・N A 褐 小片 外面煤付着。

}'
縄文土器 一 一 一

A・B・C・N B 橋 小片 加 曽利E。
1灘 縄文土器 一 一 一 A・B・D・1・J B 機 小片 加 曽利E。llllllll'

磨石 重 さ145g

繊 ・ 砥石 重 さ160g 3面 使用 、 ∴次加 熱 。
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C1

F F G G

・

D,

ε ε,

第2号 ・3号住 居跡、第4弩 溝跡

土層 説明(A-A㌦8-8'、C-C'

1

2

り
駒

り
0

4

5

6

7

8

9

)

黒色粘土。黒色土粒を主とし、粒子細かいローム粒を微量含む。

粘性・締り弱い。

黒色粘土。黒色土粒を主とし、粒子細かいローム粒を少量含む。

焼土・炭化粒を少量含む。粘性・締りやや強い。
第2層 に比べ色調がやや明るい。

黒灰色粘土。粒子の細かい黒色粒を少量と、灰色粘土粒を多量

とロームブロックを少量含む。粘性・締りやや強い。
黒灰色粘土。灰色粘土を多量に含む。ローム粒を少量含む。粘

性・締りやや強い。

暗褐色粘土。盧径3～4(延のロームブロック・ローム粒を主とする。

粘性・締りやや強い。

暗褐色粘土。褐色土粒を主とし、ローム粒を主とする。粘性やや
強いが絞りやや弱い。

黒褐色粘土。黒色土粒・粒子の粗いローム粒を微量含む。粘性

有するが、締り弱い。
黒褐色粘土。黒色土粒・粒子の粗いローム粒を微量含む。粘性・

絞り弱い。

黒褐色粘土。黒色土粒・粒争の粗いローム粒を多量含む。粘性・

絞り弱い。
10黒 褐色粘土。灰色粘土及びローム粒を含む。粘性強く、絞り弱

い。
11暗 褐色粘土。粘土粒を主とし、ローム粒をわずかに含む。

12黒 褐色粘土。粘土粒(やや粗い)を主とし、ローム粒をわずかに

含む。

0 L鷲25.100m

L:====±======」1,60

2m

7露 魂
1

第7図 第2号 住居跡出土遺物、第3号 住居跡、第4号 溝跡

軌審
010cm
-==」1,3
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第3表 第2号 住居跡出土遺物観察表(第7図)

Nα}器 種1口 径}器 高{底 径i胎 土 暁劇 色調i残 存率1備 考

婆 弥 生 ・壺 (14.2) 一 一
A・B・E・H・N B 橋 口縁

慧 弥 生 ・壺 一 一 一 A・B・E・1・ 」 B にぶい榿 小片(口縁部)
3 弥 生 ・壺 　 一

(10.8) A・B・1・N B 橋 底 部1/4

獲 縄文土器 　 一 藺脚

A・D B 黄橋 小片 黒 浜。

第4表 第3号 住居跡出土遺物観察表(第8図)

Nα1器 種1日 径[器 高1底 径1胎 土 暁劇 色調i残 存率i備 考

ま 弥生 ・壺
】

… 一 一
A・N・C・B・II・J B 明赤褐 頸部 全面化粧土、全面朱塗。

馨 弥生 ・壺 一 一 一 A・B・E・1 B 明赤褐 小片(頸部) 内面(頸部下位)外面文様帯以外朱塗。
霧 弥生 ・壺 一 一 一 A・B・E・N B にぶい黄榿 小片 内外面朱塗。
蓬 弥生 ・壺 … 一 一 A・B・H・M B 榿 小片 外面表面剥離 内面朱塗。
轟 弥 生 ・壺 … 一 　

A・C・D・1・N A 明赤褐 小片
奪 弥 生 ・壺 　 一 …

A・B・E・ ∫・N A 褐 小片 内面朱塗。
7 弥 生 ・壺 一 一 7.6 A・B・C・G・1 B 明黄褐 底部のみ
8 弥 生 ・壺 一 一 10.2 A・1・N B 黄褐 底部のみ 内面表面剥離。
酵 弥 生 ・甕 一 一 　 A・B・C・E・II・1・N B 明赤褐 破片(口縁部) 口唇部部分的押圧、外面煤付着。

董纏 弥 生 ・甕 (18。2)
一 一 A・E・1・J B にぶい榿 口縁 部1/8 外面煤付着。

弥 生 ・甕 (20.4) 一 一 A・E・1・N B 黒褐 口縁 部1/7 全面吸炭、外面煤、内面炭化物付着。

弥 生 ・甕 (19.3) 一 　 A・B・}・N・E B 褐 口縁 部1/4 内面吸炭。外面煤付着。

鵜 弥 生 ・甕 一 一 …
A・C・H・N A 黒褐 小片 内外面吸炭。

弥 生 ・甕 ㎝ 一 一
A・B・D・1・N B 榿 小片(口縁部)

樋 弥 生 ・甕 … 一 一
A・B・N B 明黄褐 小片(口縁部)

欝 弥 生 ・甕 　 一 …
A・B・II・1・N B 黒褐 破片

17 弥 生 ・甕 … 一 12.2 A・B・E・1・N B 褐 底部のみ 外面吸炭、内面炭化物付着。
欝 弥 生 ・鉢(高 杯) (17.8> 一 一 A・B・1・N B にぶい黄榿 口縁 一 部 内面 朱塗 、外 面一 部 吸炭。

19 土師器 ・台付甕 　 一 (8.0) A・B・D・E・II・M・N B 明赤褐 台部1/2 底部内外面吸炭。
髄 縄文土器 … 一 一 A・B・D・1・N B 禮 胴部小片 黒浜 。

撚 縄文土器 … 一 一 A・B・D・1・N B 明褐 胴部小片 黒浜。

翻 縄文土器 一 一 　
A・B・D・1・N B にぶい黄榿 胴部小片 黒浜。

跳 縄文土器 一 一}一
A・B・1・ 」・N lB 明赤褐 胴 部小片 加 曽利E。

難 砥石 最 大 長4.2、 最 大 幅2.7、 最 大 厚1.2、 重 さ13.8g ほぼ完形 3面 使用。

第3号 住 居跡(第7図 ・第8図)C-1区 に位置 している。 北東部分 は調査 区外で ある。 北側で は

第4号 溝 跡、 第5号 溝跡、第1号 井戸 跡 に切断 されて いる。 また東側 では、第3号 溝跡 及び第1号 方

形周溝墓 に切断 されて いる。隅はやや丸 味を もつが、 長軸5.10m、 短 軸4.16mを 計 り、全体で は長方形

を呈 する。 主軸方位はN-12°-Wを 示す。床 面は多少凹凸がある ものの、ほぼ 水平面 を成す。床面 の

竪穴 対角線上 に径20～25cm、 深 さ50～73cm3本 の柱穴が検 出されている。 芯々問距 離は長 軸側2.40m、

短 軸側1.95mを 計 る。南辺 中央 の壁か ら28cm離 れた位 置 に径32cm、 深さ45cm、 壁 に向けて傾斜 をもつ も

の と、中央か らやや東寄 りの壁 直下 に径35cm、 深 さ40cmの もの、2本 のピ ッ トが検 出 されて いる。炉は、

柱穴問に二箇所検 出されて いる。北辺短軸側 は、柱穴 間ほぼ 中央にあって、規模 は95×50プ ラス αcmを

計る。い ま一 つは西側長軸 間の南西柱穴 寄 りにあって、44×38cmを 計 る。遺物 は、弥生式 の壺、 同甕、嚇

同鉢 、小型の砥石等が 出土 して いる。

第4号 住居跡(第9図 ・第10図)C-1区 か らC-2区 に渡 って位置 してい る。第6号 住 居跡、第

1号 方形周溝墓 を切断 し、第5号 住居跡 を削平 している。南北4.55m、 東西4.60mを 計 り、全体で は正

方形 を呈する。主軸方位はN-25°-Wを 示す。 床面は多少凹凸がある ものの、 ほぼ水平面 を成す。壁

直下の床面 には、幅10cm前 後 の周溝が、カマ ド脇 か ら全周 している。 また竪穴 の対角線 とず れ るものの、

径24～40cm、 深 さ50～55cm4本 の柱穴が穿 たれ ている。芯々間距離 は北側2.30m、 東側2.00m、 南側2.08

m、 西側1.69rnを 計 る。北東 隅には、径65～70cm、 深 さ33cmを 計 る、 円形で丸底 の貯蔵穴が、 また南

壁 中央直下 には、径30cm、 深 さ35cmの ピ ッ トが穿たれている。 カマ ドは、 北壁 中央西寄 りに設置 されて

一12一



第4号 住居カマド跡
土層説明(G-C'、D-D')

1明 褐灰色粘土。褐灰(茶 薄)を主とし、粒子細かく、

焼土粒を少量含む。

2明 褐灰色粘土。1層 中に白灰色粘土ブロックを含

む。
3白 灰色粘土。粘土ブロックを主とし、下層面に焼土粒

含む。

4褐 灰色粘土。焼土粒を多量に含む。第1層 の褐灰色

土を主とする中で。
5褐 灰魚粘土。フク土、1層と近似し、ロームブロックを

含む。

6暗 褐色粘土。黒褐色土の混入がみられる。ユ層との

混合土。
7黒 褐色粘土。フク土三角堆積である。粘性締りやや

弱い。

8褐 灰色粘土。白灰色粘土ブロック・焼土粒を多量に

含む。
9褐 灰色粘土。白灰色粘土,ローム粒を含む。

第4号 住居跡
土層説明(A-A,、B-8「)

1暗 褐色粘土。褐色土粒を主とし、粒子粗いローム粒、

ブロック直径1～2cmを 多く含む。粘性締り弱い。

2暗 褐色粘土。褐色土を主とし、ロームブ灘ック直径2
～3cmと粒子を多く含む。一括廃棄状態である。粘性
締り弱い。

3黒 色粘土。黒色土粒を主とし、粒子細かいローム粒

子を少量含む。粘性締りやや弱い。
4黒 褐色粘土。褐色土やローム粒を主とするものの、

少量の黒色土粒を含む。粘性締りやや強い。

5黒 褐色粘土。第4層 より1層黒色土を多く含む。

6黒 褐色粘土。黒色土粒にローム粒を含む。
7黒 褐色粘土。黒色土粒にロームロームブ切ック直径2

㎝を含む。

8暗 褐色粘土。少量黒色土粒にロームブロック直径2

cmを多量に含む。
9黒 褐色粘土。黒色土を主とし、ローム粒を多く含む。

ブロック直径0.5～1c皿 を多く含む。ソフト。

10褐 色粘土。褐色土粒子、粒子粗い。

第9図 第4号 住居跡

いる。焼成部 は全て竪穴 内にあって、横幅53、 縦幅50cmで ほぼ正 円形 を呈 し、深 さ6c組 を計る。両脇 に

土師器甕 を倒立 させ て袖 として利用 してい る。 前面 はなだ らか に傾斜 し横 幅110、 縦幅80cm(焼 成部 を

含む)の 燃焼部 とな る。奥壁 はほぼ直立 し、8cmの 段差 をもつ。段差 上面 の最前部 には土 製支 脚が立て

られ る。支脚 の背面 は床面が傾斜 をもって煙 出 しへ と連続 して いる。煙 出 しは長 さ77cm、 幅35cmを 計る。

遺物は、土師器杯、 同甕、 同甑、土製支脚等が 出土 して いる。

第5号 住居跡(第11図 ・第12図)C-2区 に位置 してい る。第6号 住 居跡 を切 断 して いるが、第4

号住居跡 に切断 され(第11図 に掲載 した土層図 には第4号 住居跡 に切断 され た様子がみ られないが、 遺

跡発掘現場で観察 された通 りにした)て いる。両 長軸壁 がやや蛇 行す るが、全体では南北(長 軸)4.75m、

東西(短 軸)2.86mを 計 り、長方形 を呈す る。主軸方位はN-7°-Wを 示す。床面は多 少凹凸が 目立

つ。本住居跡 に伴 うピ ッ トは、南東隅付近の2本 のみであ り、南西隅付近 のピ ッ ト群は構成 の所産 である。

南東隅ピ ッ トの内南壁寄 りの ものは、径48×53c臥 深 さ5cm、 他のピ ッ トは径70×48c瓜 深 さ6cmを 計
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第10図 第4号 住居跡出土遺物

第5表 第4号 住居跡出土遺物観察表(第10図)

Nα1器 種i口 径[器 高[底 径1胎 土 暁成i色 調1残 存率1備 考

1 土 師 器 ・杯 (11.2) 　 (9.4) A・B・E・1・ 」・N B 明赤褐 1/5

2 土 師器 ・杯 (11.0) 　 一 A・B・E・1・J B 黒褐 口縁部1/6 外 面黒 色。'

籔 土師器 ・甕 21.0 一 一 A・B・G・ ∫・K・N B 禮 底部欠4/5 外面煤付着。

鍵 土 師 器 ・甕 19.8 胴 部最大 径18.0 A・B・D・H・N B 浅黄榿 底部欠 外面煤、内面炭化物付着、二次加熱。

難 土 師器 ・甑 13.8 5,8!2.0 C・E・K・N・1・G B にぶい黄榿 ほぼ完形 ほぼ全面吸炭、穿孔部外面表面剥離。

羅 支脚 最 大長15.0、 最大 幅(7.6) A・B・E・1 一 褐灰 2/3 胎土が砂質、焼きが甘く分解しやすい。
灘 弥 生 ・壺 (19.6) 一 一

A・B・E・i・J・N B 禮 口縁一 部 貼 り付け口縁下端 に押圧。
簿 弥 生 ・甕 一 … 一 A・D・H・1・N B にぶい褐 小片(口縁部) 口唇部押圧。外面炭化物付着。

醤 弥 生 ・甕 … 一 一 A・E・1・N・B B にぶい黄褐 小片

魏 弥 生 ・甕 一 … 一 A・B・N・0 B 明褐 小片

弥 生 ・甕 … … 一
A・J・N・D B 黒褐 小片 外面黒色。

る。 いずれ も柱 穴 とはみ られない。 炉は、 中央東壁寄 りにみ られる。長 円形 を呈 し、径61×42c憩 、深 さ

3cmを 計 る。遺物 は、小片のみであるが、弥 生式の壼、 同甕等が出土 して いる。

第6号 住居跡(第11図))C-2区 に位置 している。第4号 ・第5号 住居跡に切断され てい るが、直

接 的には第5号 住居 跡に切 断され ている部分 が多い。そ のため正確 な規模 は知れないが、 全体 ではほぼ

隅円正方形 を呈 し、 南北3.6m、 東 西3.8mを 計 る と思われ る。主軸方位 はN-63°-Eを 示す。 床面は

多少 凹凸がみ られ る。床面上 にピッ ト等はみ られな いが、壁直下 には幅10～16cmの 周溝が め ぐって いる。
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第6表 第5号 住居跡出土遺物観察表(第12図)

漁1器 種1口 径{器 高}底 径1胎 土 既劇 色調1残 存率1備 考

1 弥 生 ・壺 一 岬 一 N・M B 浅黄 小片(口唇部) 外面沈線 による斜格子文。

難難1 弥 生 ・壺
幽 劇 膚 1・J 8 燈 小片(頸部)

灘華 弥生 ・壺
齢 一 一 A・B・K 8 明赤褐 小片(頸部)

匿灘ll 弥生 ・壺
一 醐 嗣 N・1・H A にぶい黄禮 小片(頸部)

難1雛 弥生 ・甕 (13.2) 櫛 一
A・B・C・G・1・N B にぶい褐 口縁 部1/8 口唇部押圧不連続。

1灘1 弥生 ・甕 一 "
一 N・G B 赤褐 小片(胴部)

3
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第12図 第5号 住居跡出土遺物
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蓑;難1 弥 生 ・甕 一 一 一
1・N B 褐 小片(胴部)

灘馨1弥 生 ・甕 一 一 一
1・N・」 B 明褐 小片(胴部)

;;1難 弥 生 ・甕 (19.5) 一 一
A・B・N・1 B 榿 口縁 部1/8 内外面煤付着。

柑 §き '弥 生
・甕 (17.4) 一 一 A・B・H・1・N B 灰黄褐 口縁 の一部 口唇部押圧不連続。内外面炭化物付着。

弥 生 ・甕 一 一 一
N・A・J B 黒褐 小片(胴部) 外面煤付着。

12 弥 生 ・壺 一 一 7.3 A・B・E・K B 明赤褐 底部1/2 内外面一部吸炭。
13 須恵器 ・高台椀 一 一 7.6 A・B・C・H・N C 赤褐 底部のみ 焼 き甘 く、 一部 表面 剥離 。
14 須恵器 ・甕 一 一 一

A・N・1 A 灰オリーブ 破片 外面自然紬。
15 土 師器 ・壺 一 一 (13.6) A・B・E・H・1・K・N C 明赤褐 底 部1/3 一・部 吸炭。 表面 剥離 した 部分 多 い。

∠乙、
学 「フ

鰹籔
餐饗 黛鱒

弓6
辮

第13図 第7号 住居跡出土遺物、第6号 溝跡出土遺物
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第7表 第7号 住居跡,第6号 溝跡出土遺物観察表(第13図)

Nα1器 種1口 径1器 高i底 径1胎 土 暁成1色 調1残 存率i備 考

懸 弥生 ・壺 (9.4) 一 一
A・B・1 B 明赤褐 口縁部 内外面吸炭。

騰 弥生 ・甕 (12.5) 一 一
A・B・E・F・1・M・N・0 B 褐 口縁部一部 全面吸炭。外面煤付着。

縷 弥生 ・甕 一 一 一 A・B・E・N B 榿 小片(口縁部)

蕪 弥生 ・甕 一 一 一 B・K・N B にぶい黄榿 小片(胴部)

鐡. 縄文土器 一 一 一 A・B・D・N B にぶい黄褐 小片(胴部) 黒 浜。
;欝 石斧 最 大 長6.7、 最 大 幅3.8、 最 大 厚1.0、 重 さ40.9g 1/2

蘇 縄文土器 一 一 一
馬

A・B・1 B 明黄褐 小片(口縁部) 関山。

縄文土器 一 一 一
A・B・1・J・N B 榿 破片(胴部) 諸A。

・礁 蕃 縄文土器 一 一 一
A・B・C・1・J・N B 明赤褐 破片(口縁部) 加 曽利E。

縄文土器 一 一 一 A・B・C・E・1・N B 明赤褐 小片(胴部) 加 曽利E。

A A,

寒 ・ L=24。700m2m
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第14図 第8号 住居跡出土遺物

第8表 第8号 住居跡出土遺物観察表(第14図)

Nα1器 種1口 径i器 高1底 径1胎 土 暁劇 色調1残 存率1備 考

総 弥生 ・壺 (12.0) 一 一 A・B・C・F・1・M・N B 榿 口縁一部 口唇の一部刻み目。口縁部2条の棒状浮文.全面朱塗

灘 弥生 ・壺
一 一 一

A・B・C・E・1・M B 明赤褐 小片(口縁部) 大部分表面剥離。全面朱塗。

鑛 弥生 ・壺
一 一 一

A・B・H B にぶい黄 小片

4 弥生 ・壺
一 一 9.2 A・B・E・1・N B 明褐 底部のみ 内面表面剥離。

き 弥生 ・甕 一 一 一 A・B・D・E・1 B 黒 破片 外面吸炭、煤付着。

6 弥 生 ・甕 一 一 5.4 A・B・E・N・J にぶい褐 底部のみ 内外面吸炭。

1霧 板碑使用研磨石 最 大 長22.0、 最 大 幅17.0、 最 大 厚4.4 緑泥片岩。

一17一
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第9表 第9号 住居跡出土遺物観察表(第15図)

No.i器 種1口 径i器 高1底 径1胎 土 暁劇 色調[残 存率1備 考

,戴 弥生 ・甕 (11.7) 17.5 7.0 A・E・1・N B にぶい榿 1/2 内外面一部吸炭。
諺 弥生 ・甕 (15.9) 一 一 A・E・H・1・N B にぶい黄禮 口縁 部1/3 内外面吸炭、外面煤付着。

3 弥生 ・甕 一 一 6.8 A・E・1・N B 灰褐 底部のみ 外面吸炭。

鍵 手捏 (4.◎) 2.4 一
A・E・B・N B 黄榿 2/3

蓉 縄文土器 一 一 一
A・B・D・E・1・J・N B 赤褐 小片(口縁部) 加 曽利E。

第10表 第1号 墳出土遺物観察表(第16図)

Ml器 種1口 径1器 高i底 径1胎 土 暁成1色 調1残 存率1備 考

円筒埴輪 一 一 一 A・E・II・N A 禮 小片

馨 須恵器 ・高台椀 (13.4) (5.7) (5.7) A・B・N B 黄褐 1/5

3 須恵器 ・壺 一 一 (8.9> A・B・N B 灰 オ リー ブ 1/2

4 土師器 ・甕 (17.3) 一 一
A・B・E・H・1・J B 禮 口縁部1/5 外面吸炭。

霞 弥生 ・高 杯 一 零騨 一 A・E・G・1・J・N B 赤褐 一 外面及び杯部内面朱塗。
琶 弥 生 ・甕 一 一 一 A・B・E・H・1・N B 明褐 小片(口縁部〉 内外面吸炭。
華 縄文土器 一 一 　 A・E・H・N B 明赤褐 小片 ぐ口縁部) 諸A。

簸 縄文土器 一 一 一 A・B・E・H・K・N B 榿 小片 加 曽利E。

霧 縄文土器 一 一 一 A・B・E・H・J・N B にぶい黄榿 小片 加 曽利E。

欝 打製石斧 最 大 長9.4、 最 大 幅5、8、 最 大 厚2.0、 重 さ143.6g 2/3

遺物は、 ほとんど出土 して いな い。

第7号 住居跡(第13図)B-3区 に北 西部 の一部がみ られ るが、 北側 を第8号 溝 跡に切断 され、 大

部分は南側の調査 区域外 に当た る。 このため、規 模 ・形態等 は不 明で あるが、北辺 は丸 味を もってお り、

短辺であ ると思われ るところか ら、全体 では小判 形を呈す るものと推定 され る。やや凹 凸をもつ床面上

には、炉 とピ ッ トがみ られ る。炉は、南側 がやや 直線 的 とな るが、全体で は長 円形 を呈す と思われ、径

87×60cm、 深 さ3cmを 計る。焼土 は薄いが、底面 は焼土化が強 い。 ピッ トは、径23×21cm、 深 さ10cmを

計 る。壁直下 には幅11～14cmの 周溝が め ぐってい る。遺物は、弥生式 の壺、 同甕、小型 の打製石斧 等

が出土 してい る。

第8号 住居跡(第14図)B-4区 に北部の一部がみられるが、西側を第9号 住居跡及び第7号 溝跡

に切断され、東側は撹乱を受けている。また大部分は南側の調査区域外に当たる。 このため、規模 ・形

一 一19一



第1号 方形周溝墓

土層説明(A-A'、C-CP

黒色粘土。黒色土粒を主とし粒子細かい。

焼土粒・ローム粒を少量含む。粘性締りは

普通。
暗褐色粘土。ローム粒を多量に含む。黒色

土粒を少量含む。粘性やや強いが締り弱
い。σ

(8-B'
讐一ム粒を多く含む。1層と2層の混合。

ローム粒と褐色土粒を多く含む。粒子細か

い。

(D-D,、E一ε,)
1暗 黒褐色粘土。黒色土粒を少量含む。褐

色土粒を多く含む。粘性締り弱い。
2黒 色粘士。黒色土粒を主とし粒子粗く、粘

性締りやや強い。

ξ

A A,B

＼

4

oL=25.100m2m

L=====二=±======11、60

第17図 第1号 方形周溝墓

態等は不 明であるが、北辺 は、直線 を呈 している ことが知れ る。床面は、やや凹凸がみ られ るもの のほ

ぼ 水平面 を成す。床面上 にみ られ るピ ッ トは3本 あるが、 本住居跡 に伴 うものはな い。3本 の内、 中央

の ものは、 青石 を伴 って いる。検 出された青石 は、 直角よ りやや広めの隅部 をもつ板石塔婆 の残片 を利

用 した砥 石 と思われ、厚 さ も4.2cmに 整え られた もので ある。住居跡 に伴 う遺物は、弥生式 の壺、 同甕

が出土 して いる。

一20一
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第18図 第1号 方形周溝墓出土遺物
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第11表 第1号 方形周溝墓出土遺物観察表(第18図)

Nαi器 種1口 径1器 高1底 径[胎 土 暁成1色 調1残 存率1備 考
閣三

弥生 ・壺 一 一 一 A・B・H・1・M B にぶい黄榿 小片(口縁部) 貼 り付け部のみ。上下端押圧。
黎 弥生 ・壺 (20.0) 一 　

B・E・1・N B にぶい黄榿 口縁一 部 内外面朱塗(口唇部は不明)。
$ 弥生 ・壺 一 一 一

A・B・C・D・H・1・N B にぶ い黄榿 小片(肩部) 外面文様帯以外朱塗。
4 弥生 ・壺 　 一 一 A・B・D・E・1・ 」 B にぶい黄榿 小片
5 弥生 ・壺 一 一 (7.0) A・1・N B 褐 底部1/4 外面炭化物付着。
尊 弥生 ・甕 一 一

(6.3) A・B・E・II・N A 褐 底部1/6 外面炭化物付着。
7 弥生 ・甕 (11.6) ㎜ 一

A・B・E・1・J・N B 明黄褐 「1縁1/5、 胴1/3 内外面共炭化物付着。
$ 弥生 ・甕 一 一 一

A・1・J・N B にぶい黄褐 破片(胴部) 外面炭化物付着。
9 弥生 ・甕 一 一 …

A・1・ 」・K・N B 燈 小片(胴部) 外面一部炭化物付着。
1す 弥生 ・甕 一 一 一

A・G・ 」・1 B 黒褐 小片(胴部) 全面吸炭。
雛 弥 生 ・甕 r 一 一

A・B・E B にぶい褐 小片(口縁部) 外面炭化物付着。
ま芽 弥 生 ・甕 一 一 一

A・1 B 黒褐 小片(口縁部) 全面吸炭。
欝 弥 生 ・甕 一 一 一 B・E・1・K B 黒褐 小片(胴部)
14 縄文土器 一 一 … K・1・N B 機 小片(胴部) 諸C。

類 縄文土器 　 一 一 B・D・N B にぶい黄 小片(胴部) 加 曽利E。
16 ガラス小玉 最 大 長0.6、 最 大 幅0.6、 孔 径0.2、 重 さ0.2g

第9号 住居 跡(第15図)C-4区 を中心 に位 置 して いる。 中央 を第1号 墳 に、南部 を第7号 溝跡 に

切断され、西隅は調査 区域外 に当た る。 また東端部の上面 には南土 塁が築 かれ ている。 このため、規模 ・

形態等 は不明 といわ ざるをえないが、西辺 の西南隅お よび東辺 の両隅は丸味 をもち、さ らに東辺 に膨 ら

みもみ られ る ところか ら、 全体 では小判形 を呈す ると しうる。両長軸壁がやや蛇行するが、全体では東

西(長 軸)7.22+αrn、 南北(短 軸)5.80rnを 計 り、大型 の住居跡である。 主軸方位 はN-77°-Eを

示す・床面は多少 凹凸が 目立つ。本住居跡 に伴 うピッ トは、確認 されていな い。遺物 は、弥 生式の甕 の
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第19図 第2号 方 形 周 溝 墓 出 土 遺 物 、 第1号 ・2号 土 坑

一1,3

第12表 第2号 方形周溝墓出土遺物観察表(第19図)

Nα1器 種[口 径1器 高i底 径[胎 土 暁劇 色調!残 存率1備 考
:灘!l 弥生 ・壺 一 一 一

A・B・H・1・N B にぶい黄禮 破片(口縁部) 外面表面剥離。

灘萎 弥生 ・壺 一 一 一 A・B・D・1・N B にぶい赤褐 小片(口縁部) 貼 り付け 口縁外面以外朱塗。
{灘 弥生 ・壺 (16.2) 一 一 A・B・G・1・J・N B 禮 破片(口縁部) 口縁内面貼り付けの痕跡。

4 土師器 ・台付甕 一 一 (10.0) A・B・E・G・1・N B 榿 台 部1/4 内外面吸炭。

他、 小型の手捏土器が 出土 して、特徴的で ある。

第1号 墳(第15図 ・第16図))C-3区 か らC-4区 に渡って位 置 している。第9号 住 居跡 を切断 し

ているが、 堀及び第7号 溝跡 に切 断され ている。東隅 の一部が調査 されたのみで あ り、 主体部 を含めた

本体 の大部分 は、 西側 の調査 区域外 に残存 している と思われ る。推定径 は8rn前 後 を計 る。 周溝幅は、

残存状況 の良い ところでみる と3.70mを 計 る。 溝底は緩いU字 形 を呈 し、深 さは50cmを 計 る。遺 物は、

円筒埴 輪片が出土 している。

第1号 方形 周溝墓(第17図 ・第18図)B-1区 か らC-1区 に渡 って位置 している。第1号 ・第3

号住居跡 ・第4号 住居跡及び第3号 溝跡 に切 断され、北辺の大部分は北側 の調査 区域外 に当た る。北辺

一22-一
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第1号 井芦跡

止層説明(A-A'>
1黒 色粘土。粒子の粗い黒色土粒を主とし、ローム粒・

小石直径0,5～1c皿 を多量に含む。粘性・締り弱い。
2黒 褐色粘土。粒子の粗い黒色土粒と、褐色土粒を含

む小石直径1～3(狐を多量に含む。ローム粒を多く含

む。砂を含む。
3黒 褐色粘土。粒子の粗い黒色土粒と、褐色土粒とロ

ームブロックを少量含む
。小石直径1～3c組を多量に

含む。ローム粒を多く含む。砂を含む。

4黒 色粘土。粒子の粗い黒色土粒を主とし、粘性・締り

強い。
5黒 褐色粘土。粒子の粗い黒色土粒と、小石1～5(狐

を多く含む。粘性・締り弱い。

6暗 褐色粘:ヒ。粒子の粗い黒色土粒を多く含む。小石

1～5c田をやや多く含む。砂粒を含む。
7黒 色粘土。基盤層混在層。

し=:24.9◎Om

-1、60

第20図 第1号 井戸跡出土遺物

○ 、

口,

第13表 第1号 井戸跡出土遺物観察表(第20図)

No.i器 種[口 径1器 高1底 径1胎 土 暁成1色 調1残 存率1備 考

1 須恵器 ・鉢 (33.4) ～ 幽 A・B・E・1・N C 灰黄 口縁 部1/8

2 土師器 ・高杯 一 一 一 A・H・1・ ∫・N B 榿 高台一部

総;. 砥石 最 大 長6.5、 最 大 幅2,7、 最 大 厚3.5、 重 さ77.Og 1/2 5面 使 用。

灘 餓 打製石斧 最 大 長9.5、 最 大 幅3.5、 最 大 厚2.2、 重 さ120.Og 完形

が明確でないが、隅 にやや丸味 をもつ溝が全周す るもの と思われる。 内径は、南北(長 軸)6.73m、 東

西(短 軸)5。57mを 計 り長方 形 を呈す る。溝幅 は50～80cm、 深さは全体で ほとん ど変化が な く25cm前

後 を計 り、断面は一部U字 形 を呈す る部分 もみ られ るが、概ね矩形 を呈する。外径 は、南北(長 軸 ・推 定)7.2

m、 東西(短 軸)6.85mを 計 る。主軸方位はN-25°-Wを 示す。方台部中央 には、主体部 と思われ る

隅 円長方形の土坑が あ り、南北(長 軸)2.06rn、 東西(短 軸)0.86mを 計る。底面 は凹凸はほ とん ど見

られな い。南端が最 も深 く21cmを 計 るが、北 に向 けて直線的 に傾斜 して浅 くなる。北端 の深 さは9cmで

ある。遺物は小片が多 いものの、各溝内か ら弥生式の壺、同甕が出土 している。 また主体部 と思 われ る

土坑の 中央南寄 り部分 か らは、ブルーのガ ラス玉が出土 して いる。

第2号 方形周溝墓(第19図)C-1区 か らD-1区 に渡って位置している。東辺は第3号 住居跡、西

辺は調査区域外に位置しているものと思われ、全体では四隅に陸橋をもち、4本 の溝が独立して方形に

囲緯する形をとるものと考えられる。直接の重複関係は、北溝が第5号 溝跡に切断されているのみであ
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調 査 区 域 外 A A,

4

第1号 溝跡

土層説明(A-A'

褐色粘土。褐色土粒、粒子粗いと粗いローム粒を主とする。粘性はやや弱いが、絞りは強い。
黒褐色粘土。黒色:ヒ粒、粒子細かい焼土粒、ローム粒を微量含む。粘性絞り強い。

黒色粘土。黒色土粒を主とし粒子細かい、ローム粒を微量含む。粘性絞り強い。

黒褐色粘土。黒色土粒を主とし粒子細かい、褐色土粒も多く含む。粘性絞りやや強い。

暗褐色粘土。褐色土粒を主とし、ローム粒も多く含む。粘性絞りやや強い。
黒褐色粘五 第2層 と近似するが色調でやや明るくなり、ローム粒も少ない。粘性絞りやや強い。

黒色粘土。黒色土粒、粒子細かい。粘性やや強いが絞り弱い。

黒褐色粘土。第7層 にローム粒、直径1～2c磁のロームプロックを多く含む。

褐色粘土。ロームブロックを主とし、粘性やや強いが絞りやや弱い。

第2号 溝
土層説明(B-B'

黒色粘土。黒色土粒を主とし粒子細かい。粘性締りやや弱い。

黒褐色粘土。黒色土粒を少量と暗褐色土粒を多量に含む。ローム粒を少量含む。粘性やや強いが、締りやや弱い。

黒褐色粘土。黒色土粒・暗褐色土粒を含む。粘性やや強いが絞りやや弱い。2層とは、P一ム層含まない点で異なる。

暗褐色粘土。暗褐色土を主としながら、直径2～3c綴のロームブロックを多く含む。粘性強いが、締りやや弱い。

ヒ====-1、6。
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甕 慰飛酵 饗訟

○

2一
2

覧

○

謡
1

1-2

∠ 忽、
m硫10

日

　第21図 第1号 ・2号 溝 跡 ・出土 遺 物

第14表 第1号 ・2号 溝跡出土遺物観察表(第21図)

血1器 種1口 径1器 高i底 径1胎 土 焼成1色 調i残 存率i備 考

弥 生 ・甕

一

一 一 … A・B・1・N 8 にぶい機 小片(頸部)
　
内外面吸炭。

弥 生 ・甕 一 一 (7.2) A・E・G・1・N B にぶい褐 底 部1/4 内面炭化物付着。

弥 生 ・壺 一 一 一
A・B・E・1 B にぶい機 小片 二次加 熱。

弥 生 ・甕 一 一 一
A・B・1 A にぶい褐 小片(胴部) 内外面吸炭。

弥 生 ・甕 ㎝ 一 (8.2) A・B・1・H・N B 褐 底部1/4 内外面炭化物付着。

一24一



調 査 区 域 外

調

査

区

域

外

5号溝

〃

2号住

＼

4号 溝

一 ユ.

3号住

4

3号溝

＼
1号方形周溝墓

第3号 溝跡
土層観明(8-B'

黒褐色粘土。黒色土粒少量、暗褐色士
を主とする。粒子細かく、ローム粒を微

量含む。粘性強いが締り弱い。

暗褐色粘士。暗黒色土を30%、ローム粒

を多く含む。粘性やや強いが、締り弱い。
粒子やや粗い。

暗黒褐色粘土。暗褐色土を主とし、粒

子粗いローム粒も多く含む。粘性やや

強いが絞り弱くソフト。
褐色粘土。ローム粒を主とし、粒子粗い。

粘性強いが、締り欠く。

◎

○ ⊆》

堀

c)

第22図 第3号 溝跡出土遺物、第4号 溝跡、第5号 溝跡出土遺物

第15表 第3号 ・5号 溝跡出土遺物観察表(第22図)

Nα1器 種i口 径i器 高1底 径1胎 土 暁劇 色調}残 存率[備 考

鞘lll一 幽
弥 生 ・甕 　 一 一 A・B・E・1・N B 灰褐 小片(口縁部) 口唇部押捺。外面内面口唇部吸炭。

弥 生 ・壺 一 一 一 A・B・1・N B にぶい褐 小片(目縁部) 両面に渡って煤付着。

弥 生 ・壺 　 一 一
A・B・C・II B にぶい黄機 小片

弥 生 ・甕 一 　 　
A・C・II・N B にぶい赤褐 小片(目縁部) 両面 吸炭。

弥 生 ・甕 (17.7) 一 一
A・B・C・1 B 明黄褐 小片(目縁部) 日唇部押圧連続せず。
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」第23図 第7号 溝跡出土遺物

第16表 第7号 溝跡出土遺物観察表(第23図)

Nα1器 種1口 径[器 高1底 径1胎 土 暁成i色 調1残 存率i備 考

韮 弥生 ・壺 一 一 一 A・B・F・N B 明赤褐 小片(口縁部)
獲 弥生 ・壺 一 一 一

A・B・F・1・K・N B 明赤褐 破片(頸 部) 内外面朱塗。

羅 弥 生 ・甕 一 一 一
A・B・N B 明赤褐 小片

蓬 弥 生 ・甕 一 一 一 A・B・N B 榿 小片(口縁部)

5 縄文土器 一 … 一 A・B・1・N B にぶい黄褐 小片(口縁部) 曽利。

る。規模が知れ るのは南北 間のみ であ り、 内径4.60m、 外径5.80mを 計 る。主軸方位 はN-30°-Wを

示す。 南溝は、長 さ3.65m、 幅0.81mを 計 る。底面 は、 中央 に向けて角度 を変 えて落 ち込 み、最深部は

やや西寄 りにあって43cmを 計 る。北溝 は、最大幅50cm、 深 さ22cmが 知れ るのみ である。方 台部 に位 置す

る2基 の土坑は、近世 の所産で あ り、本周溝墓 に伴 うものではない。遺物 は、溝 内か ら弥 生式の壺片が

わず かに出土 した に過 ぎな い。

第1号 井戸跡(第20図)C-1区 か らD-1区 に渡って位置 している。第3号 住居跡 及び第5号 溝

跡を切 断 して いる。平面形は、不整では あるが ほぼ 円形 を呈 し、径2.80m前 後 を計 る。 断面 形は、深 さ

110cmま で緩傾 斜で あるが、以下 はほぼ 垂直 に掘 り込 まれてお り、全体 で漏 斗形 を呈 して いる。垂直部

分は円形を呈 し、径1.10m前 後 を計 る。深 さ2.70mま で調査 されて いるが、以下は未調査で ある。覆土

中特 に小礫 を多 く含んでい る。本遺構 に伴 う遺物は出土 して いな い。

溝 跡(第21図 ・第22図 ・第13図 ・第23図)溝 跡 は、7条 検 出されて いる。

査 区域外 に延 伸 した りして、全容 の知れる ものはない。

しか し、 切 断された り調

第1号 溝 跡(第21図)B-1区 に一部 がみ られ るが、覆 土上か ら第2号 溝跡 に切断 され、 大部分 は

東側及 び北側 の調査区域外 に当たる。 規模 ・形態共 に不明で あるが、 残存部の深 さは50cm、 幅 は180cm

以上で ある ことが知れる。遺物 は、弥 生式の甕 片がわず かに出土 したに過 ぎない。
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黒色粘土。黒色土粒を主とし、粒子やや粗い。ローム粒やや多く含む。粘性やや強く締りやや強い。

黒色粘士。黒色土粒を主とし、粒子細かい。ローム粒やや多く含む。粘性絞りやや強い。

黒褐色粘土。黒色土粒を主とし、粒子粗い。ローム粒多量に含む。粘性絞り強い。(遺物多く含む)

黒色粘土。黒色土粒を主とし、粒子細かい。ローム粒少量含む。粘性絞り強く2層より、より黒みが強い。
暗褐色粘土。褐色土を主とし、粒子粗い又、ローム粒を多量に含む。粘性絞り強い。

明黒褐色粘土。褐色土粒を主とし、ローム粒多量に含む。黒褐色土も少量含む。粘性やや強く締りやや強い。

褐色粘土。ローム粒を主とし、粘性やや強い。褐色土多く含む。 O
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第27図 堀出土遺物(3)

第17表 堀 出 土 遺 物 観 察 表(第25、26、27図)

Nα「 器 種1口 径1器 高}底 径1胎 土 暁劇 色調1残 存率1備 考

1 焙烙 (36.0) 一 一
B・E・II・J・N B 黄榿 11/12

2 台付焙烙 ㎜ … (25.4) A・B・E・1・N B 禮 底部1/6(台 部欠)

3 常 滑 ・壺 一 一 (11.5) A・B・E・H・N B 赤褐 底部一部

4 陶 器 ・鉢 一 一 一 一 一 にぶい黄榿 破片(口縁部)

5 陶器 ・高台椀
一 　 (7.2) 一 一 灰白 底部1/2 灰紬、内面底鉄粕絵。

6 常 滑 ・播鉢 一 一 (12.6) A・B・E・N B 明赤褐 底部1/4

譲 土 師器 ・杯 (lL6) 5.2 　
A・B・1・N B 明赤褐 3/4 朱泥。

携 土 師器 ・杯 (13.4) 4.6 一 A・B・E B にぶい榿 2/3 内面 口唇 部の 一部 に タール 付着 。
i

奪 弥 生 ・壺 　 一 一 A・C・N B 機 小片(口縁部)

鱒 弥 生 ・壺 一 … 一 A・1・G・N B 機 小片(白縁部) 内外面文様帯以外朱塗。

灘 弥 生 ・壺 (13.8) 一 一 A・B・H・1・K・N B 禮 口縁 部1/8 外面押圧後横のナデ。

鑛 弥 生 ・壺
一 … 一

A・E・1・G・N B にぶい褐 小片(口縁部)

鵜 弥 生 ・壺 一 一 一
B・D・H・1・N・0 B にぶい赤褐 小片(口縁部) 内面炭化物付着。

弥 生 ・壺 (19.1) 一 一
A・B・D・E・1・N B 禮 「コ縁 部1/10 口縁部外面表面剥離。

霧 弥 生 ・壺 (18.2) 一 　
B・C・1・N B にぶい黄禮 口縁 部1/8 外面一部煤付着。

難 弥 生 ・壺 (19.2) 一 一 A・E・K・N B 禮 口縁 部1/8

撫 弥 生 ・壺 (17.8) … 一 A・D・II・1・K・N B 赤褐 口縁 部1/8

鐵露 弥 生 ・壺 一 一 一 B・E・ 」 B 明黄褐 破片(頸部) 内面頸部及び外面文様帯以外朱塗。

獺 弥 生 ・壺
　 一 一

A・C・E・K・N B 榿 小片(肩 部) 外面文様帯以外朱塗。

鋼 弥 生 ・壺 一 一 一
A・B・E・1・N B 橋 小片(頸部)

雛 弥 生 ・甕 ㎝ … 一
A・B・H・1・K・N B にぶい黄榿 破片

陸

魏 弥 生 ・甕 　 　 一
A・B・K B にぶい黄榿 小片(頸 部)

鑛 弥 生 ・壺 一 一 一 H・K・0 B 榿 小片(肩部)1灘
弥 生 ・甕 (17.6) … 一 A・B・C・1・N・M B にぶい褐 口縁 部1/9

一

㈱
う

弥 生 ・甕 (13.4) 一 一 A・B・D・1・M B 褐 口縁 部1/8 外面煤付着。

馨難 弥 生 ・甕 (16.1) 　 一
A・B・D・II・N B 灰褐 口縁 部1/9 外面炭化物付着。

鱗 弥 生 ・甕 (17.4) 　 　
A・II・1・N B 明黄褐 口縁 部1/10 内外面吸炭。

騰 弥 生 ・甕
一 一 一

A・B・C・E・1・N B にぶい黄褐 小片(口縁部) 内外面吸炭。

翻 弥 生 ・甕 一 … 一
A・B・C・1 B にぶい黄禮 小片(口縁部) 内面吸炭。
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㈱ 弥 生 ・甕 一 一 一 A・B・1・J・N B 黒褐 小片(口縁部) 内外面吸炭。}

弥 生 ・甕 一 一 一 A・B・F・1・J・0・N B にぶい黄褐 小片 外面吸炭。

餓 弥生 ・甕 一 　 一 A・E・H・1・N B にぶい赤褐 破片(胴部) 外面吸炭。

騰 弥生 ・甕 一 ㎜ 一 A・B・E・N B 黒褐 小片(胴部) 外面煤付着。

灘 弥生 ・甕 一 一 　 A・E・1・N B にぶい褐 破片(胴部) 外面煤付着。lHi

弥生 ・甕 一 ～ 一
B・C・1・M B にぶい黄橋 破片

灘 弥生 ・甕 一 　 一
A・B・E・H・N B にぶい黄榿 小片

騰 弥生 ・甕 一 　 一
A・E・H B 灰黄褐 小片(口縁部)

騰 弥生 ・甕 … 一 一
A・E・H・K・N B 黒褐 小片(口縁部) 内外面吸炭。

翻 弥 生 ・甕 一 一 一 A・B・C・E B にぶい黄榿 小片 内面一部炭化物付着。

灘 弥 生 ・甕 一 　 一 A・E・K・N B にぶい黄榿 破片 外面一部炭化物付着。

41 弥 生 ・壺 一 一 6.2 A・K・H B にぶい黄褐 底部一部欠 内外面吸炭。
42 弥 生 ・壺 一 … (8.0) A・B・C・H・1・N B 橋 底 部1/2

43 弥 生 ・甕 一 一 8.2 A・B・E・H・1・K・N B にぶい禮 底 部2/3 内面一部炭化物付着。
44 弥 生 ・甕 一 一 7.0 A・B・E・G・1 B 禮 底部のみ 外面吸炭。
45 弥 生 ・甕 一 一 6.4 A・B・C・N B 明赤褐 底部3/4 内底面吸炭二次加熱。
46 弥 生 ・甕 一 一 6.4 A・B・C・1・N B 明赤褐 底 部3/4

47 弥 生 ・壺 一 … 12.2 A・B・C・1・N B にぶい赤褐 底 部4/5 剥離 した部分多。

灘 縄文土器 一 一 一 A・B・D・E・N B 禮 小片 黒浜。

縄文土器 一 一 一
A・B B にぶい黄褐 小片 黒浜。

輔 縄文土器 一 … 一
A・B・D・E・N B 褐 破片 黒浜。

灘 縄文土器 一 一 一
A・C・1・N・0 B 明黄褐 破片(口縁部) 関 山。

縄文土器 一 一 一
A・B・1・N・D B 榿 小片(胴部) 諸A。

灘 縄文土器 一 一 一 A・E・1・N B 褐灰 小片(口縁部) 加 曽利E。

灘 縄文土器 一 一 一 A・E・1・N B 灰 小片(口縁部) 加 曽利E。

雛 縄文土器 一 一 一 A・E・1・N B にぶい禮 小片(胴部) 加 曽利E。

錨 縄文土器 一 一 一
A・B・E・1・N B 灰褐 小片(口縁部) 加 曽利E。

騨 縄文土器 一 ㎜ 一
A・B・D・E・K・N B 明黄褐 破片 加 曽利E。

翻 縄文土器 一 … 一
A・B・D・E・H・N B 榿 小片(胴部) 加 曽利E。

騨 縄文土器 　 一 一
A・B・E・H・K・N B 榿 小片(胴部) 加 曽利E。

繍 縄文土器 一 　 一 A・B・E・H・M・N B 明褐 小片(胴部) 加 曽利E。

縄文土器 一 　 一 A・B・H・K・N B 榿 破片(胴部) 加 曽利E。

鍵 縄文土器 一 一 一 A・B・ 蕪 B 榿 小片(胴部) 加 曽利E。

騰 縄文土器 ㎜ 　 一
A・B・N C 明赤褐 小片(胴部) 加 曽利E。

雛 土製品 一 一 一 A・B・1・N B 明黄褐 完形
蓑 弥生 ・壺 一 一 一

A・B・D・G・N B 赤褐 小片 内面剥離。

鑛 弥生 ・甕 一 　 一
C・D・E・1 B 榿 小片(口縁部)

慈 弥生 ・甕 (15.2) 一 一 A・B・E・1・J・N B 黄褐 口縁 部1/8 内外面吸炭。

雛 縄文土器 一 一 　 A・E・1・J・N B にぶい褐 小片(胴部) 内外面吸炭。

第2号 溝跡(第21図)B-1区 、-2区 、C-2区 に渡 って、B-2区 内では堀 に、B-1区 内ではいっ

たん調査 区域外 に出るものの、大 き く弧 を描 いて広が る(第1号 溝 を切断)。 しか し堀 に北接(堀 によっ

て切断 されて いる)す るC-2区 中央部か ら西へは延伸 して いな い。長 さ22m以 上 、幅65～83cmを 計 る。

断面はV字 形 を呈 し、深 さは55cmを 測 る。遺物は、弥生式 の壼片及び 同甕片がわずか に出土 したに過 ぎ

な い。.

第3号 溝跡(第22図)B-2区 か らC-1区 に渡 って位 置 し、南側 を堀 に切断 され、 北側は調査 区

域外 に延伸 して いる。第1号 方形周溝墓及び第3号 住居跡 を切断 して いる。長さ10rn以 上、幅84～106

cmを 計 る。 断面 は緩 い矩形 を呈 し、深 さは22～25cmを 計 る。 遺物 は、弥生式 の甕片 がわず か に出土 し

た のみである。

第4号 溝跡(第22図)C-1区 に位置 し、 南北両側は調査 区域 外 に当た る。第2号 及び第3号 住居

跡 を切断 している。 幅108～132cmを 計 る。 断面 は緩 い矩形 を呈 し、 底面 の一部がU字 形 に深 ま る特徴

を持つ。 深さは25～30cm、U字 形の深 まりで42～45cmを 計る。不 明確 ではあるが、覆土 と形態 の共通

性か ら、 第3号 溝跡 と連続す る可能性が高い。遺物 は、 ほ とん ど見 られ なかった。
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第29図 土塁出土遺物(1)

第18表 土塁出土遺物観察表(第29.30図)

晦t器 種1口 径[器 高}底 径i胎 土 暁劇 色調1残 存率1備 考

豊 磁器 ・高台椀 (9.2) … 一 一 一 灰白 1/5 藍絵 付。

2 磁器 ・高台椀 　 　 3.0 一 … 灰白 下位のみ

3 磁器 ・染付小鉢 (12,7) 3.7 (7。0)
… 需輔 明オリーブ灰 1/10

4 磁器 ・筒 椀 (8.7) 6.4 (4,0) 一 一 明緑灰 1/3

5 陶器 ・椀 一 一 5.0 一 一 淡黄 下位のみ 内外面貫入全面粕。
甦 陶器 ・鉢 15.4 9.7 8.1 皿 …

明黄褐 3/4 内面全面、外面底部以外黄褐紬。
7 焙烙 　 　 (34.4) A・B・E・G・1 B 黒褐 底 部1/10

」 瓦器 ・壺 一 一 (20.0) A・B・C・D・E・1・N B 黄褐 底 部1/5

9 常滑 ・甕 　 一 (16,5) A・B・E A にぶい赤褐 底 部1/6

一33一



10 灰 粕 ・壺 一 一 　 A・B A 灰 オ リーブ 頸 部1/3

H 須恵 器 ・片 口 一 一 一 A・B・ 簸 B 灰 オ リーブ 小片(口縁部)
12 須 恵 器 ・杯 一 　 一

A・C・F B 浅黄 小片(口縁部)
13 須 恵 器 ・醜 一 一 一

A・B・N A 黒 破片(頸部)
14 須恵 器 ・壺 一 … (12.8) A・1・I」 A 暗灰黄 底部
錨 須恵器 ・短頸壺 15.2 22.9 13.2 A・B・F・N A 灰 4/5

16 土 師 器 ・甕 (17.9) (27.1) (9.8) A・B・D・1 B 赤褐 1/5(一 部未接合)

欝 弥 生 ・壺 一 一 一 A・B・D・1・N B 檀 小片(口縁部) 内面朱塗。馨

灘 弥 生 ・壺 一 一 一 A・C・1・N A 明黄褐 小片(口縁部) 貼 り付け口縁以外内外面朱塗。

雛 弥 生 ・甕 G4.8) 　 　
A・E・1・J・N B にぶい褐 口縁 部1/6 内外面吸炭。

麟 縄文土器 一 一 一
A・B・D・1 B 禮 小片(口縁部) 諸A。

麟 縄文土器 　 一 一
A・B・1・H・N B 赤褐 小片 諸A。

雛 縄文土器 一 一 一
A・B・C・E・}1・K・N C にぶい赤褐 破片 加 曽利E。 内 外面 吸炭 。

灘 縄文土器 一 一 一
A・D・ 夏・」 B にぶい黄榿 破片 加 曽利E。

騨 縄文土器 ㎜ 一 一 A・B・E・J B オリーブ黒 破片(胴部) 加 曽利E。

雛, 縄文土器 一 一 一 A・B・E B 浅黄禮 小片(口縁部) 加 曽利E。

灘 縄文土器 ㎜ … 一 A・B・E・N B 明赤褐 破片(胴部) 加 曽利E。

懸 土錘 長 さ6.4、 径4.0、 孔 径1.0、 重 さ82.9g 一部欠

騰 磨石 重 さ350gh 閃緑岩

⑳ 〔 ◎.

讐
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第30図 土塁出土遺物(2)

26

O
L

10cm

藩ヱ:3

第5号 溝跡(第22図)C-1区 か らD-1区 に渡 って弧 を描 いて位置 している。東 側 は第3号 住居

跡 を切断 してい るものの、覆土途中で存在 しな くな り、西側は調査 区域外 に延伸 している。第1号 井戸

跡 に切 断され て いる。幅110cm前 後 を計る。 断面は緩 い矩形 を呈 し、 深 さは22～25cmを 計 る。遺 物は、

弥 生式の甕片がわずか に出土 したのみである。

第6号 溝跡(第13図)B-3区 に位 置す る。南 は端部 を本 区内に認 め られるが、北側 は堀 に切断 され、

堀 の北側 までは延伸 していない。 第7号 住 居跡 を切 断 している。 幅205～275cm前 後 を計 る。 断面は緩

いU字 形 を呈 し、深 さは150cm前 後 を計る。遺物 は、縄文式 の土器片がわずかに出土 したのみであ る。
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第32図 柱 列 ・ピ ッ ト(2)

第7号 溝跡(第23図)C-4区 に位置 し、南半部 は調査区域外 に当た る。第9号 住居 跡及 び第1号

墳 を切断 して いる。 長さは410～445cm前 後 を計 る。断面 は緩 いU字 形 を呈 し、深 さは45～80cm前 後 を

計 る。遺物は、弥生式及び縄文式の土器片がわずか に出土 した のみで ある。

堀 ・土塁(第24図 ・第25図 ・第26図 ・第27図 ・第28図 ・第29図 ・第30図)南 北 にほぼ 平行 して2条 の

土塁が築造 されてい る。南土塁 に北接 して は、 これ に伴 う幅9rnに 及ぶ堀が、土塁 と並行 して掘削 され

て い る 。

堀(第24図 ・第25図 ・第26図 ・第27図 ・第28図)B-1区 、-2区 、-3区 か らC-2区 、-3区 に渡 っ

て位置 して いる。重複す る全ての遺構 を切 断して いる。B-1区 、-2区 及びC-2区 では、深掘 りさ

れ た堀本体 に北東部か ら別溝様 に接する北端部 を、C-2区 、-3区 では本体 の一部 を調 査 した にす ぎ

ず、共 に大部分は東西の調査区域外に延伸 して いる。

堀本体 に北東部か ら別溝様 に接する溝 は、深掘 りされ た堀本体 との問 に切 り合 い関係 がみ られな いこ

とか ら、堀 の一部 とした ものであ る。長 さ ・幅共 に計測 はで きないが、西側 に向けて幅を減ず る様相 を

呈 している。 深 さは、100cm前 後 であるが、第3号 溝 と接す るあた りでは深度 を強め120cmを 計るよ うに

なる。方位は堀本体 とやや異な りN-48°-Eを 示す。

堀本体 は、 新 旧2条(新 堀 が南土 塁に近接 して掘削 され ている)が 重複 してい る。全体 の幅は9.31rn

を計 り、方位 はN-55°-Eを 示す。新 旧両堀 とも断面 は略薬研掘 りで、底面は平坦 面を成 して いる。

新堀は、 南土塁北底面 か ら1.60m幅 で、深 さ40cmの 平坦面(平 坦部 幅は100cm前 後)を もつ。平 坦面か

ら堀底面 まで の深 さは170cm前 後 を計 る。新堀 の上面幅7.80m、 底面幅1.05mを 計る。

旧堀 は、南斜面 を切断 されて いるため上面 の規模 は不 明で あるが、北斜面の上位 を共有 してお り、 ほ

ぼ同規模 を示す と思われ る。 また土層の堆積状況 か ら、平坦面 も共有 した可能性 がある。 平坦面か ら堀

底面までの深 さは245cm前 後 を計 る。

遺物 は、焙烙、陶器、常滑、土師器杯、弥 生式 ・縄文式土器片が 出土 しているが、 時期 を直接示す状

況 にはない。
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第33図 遺構外1出 土遺物

第19表 遺構外1出 土遺物観察表(第33図)

Nα 器 種 口 径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存率 備考

1 陶器 ・杯 (10.2) 一 … 一 一 オ リー ブ灰 1/5 全面灰紬様(ガラス質)紬。
2 灰 紬 ・壷 一 一 一 A・B A 灰 オ リーブ 頸 部 ・肩 の 一部

3 須恵 器 ・杯 一 一 5.2 A・D・M・N B にぶい黄褐 底部のみ
睡 円筒埴輪 一 一 一

A・B・E・K・N B 赤褐 破片
3 円筒埴輪 一 一 　

B・E・ 」・N B 赤褐 破片
§ 円筒埴輪 … 一 一

A・B・ 」・N B 明赤褐 破片
7 弥 生 ・壺 　 　 一

へ・1・E B 機 小 片(臼 縁) 内面f寧 なミガキ。
s 弥 生 ・壺 一 一 一

A・B・E B にぶい褐 小片(胴部) 外面文様帯以外 ミガキの後朱塗。
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馨 弥生 ・壺 (21.8) 一 一 A・G・1・N B 榿 口縁部1/8

10 弥生 ・壺 　 一 (6.4) A・B・C・E・1・N B 榿 底 部 重/3

茎1 弥生 ・鉢 一 一 一
A・B・E・1・1{ B 明赤褐 小片(口縁) 口唇部文様帯以外全面朱塗。

箋2 縄文土器 一 … 一
A・B・C・II・1 B 機 小片(口縁) 関 山。

銀 縄文土器 一 一 一
A・B・E・H・K B 機 小片(口縁) 諸A。

憲 縄文土器 一 ～ 一
A・B・1・II・N B 明赤褐 小片 諸A。

韮5 縄文土器 … 一 一 A・B・E・H・K・N B にぶい黄禮 小片 加 曽利E。

鱒 縄文土器 一 一 一 A・B・C・D・N C 機 小片 加 曽利E。

17 縄文土器 一 一 一 A・B・H・J B 黄灰 小片(口縁) 安行 。

鎚 黒耀石 最 大 長(5.0)、 最 大 幅2.0、 最 大 厚0.6、 重 さ5.4g ほぼ完形

韮珍 石鍛 最 大 長2.7、 最 大 幅2.2、 最 大 厚0.4、 重 さ1.4g 完形
2趣 石斧 最 大 長(7.5)、 最 大 幅5.7、 最 大 厚1.7、 重 さ69.5g 2/3

編町
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第20表 遺構外r【出土遺物観察表(第34図)

Nα1器 種1口 径1器 高1底 径1胎 土 暁國 色調1残 存率1備 考

1 焙烙 一 一 一
A・C・E・N B 黄灰 破片(口縁部)

負 FI筒埴輪 一 　 一 A・B・E・1・H・N B にぶい赤褐 破片
騒 朝顔形円筒埴輪 一 一 　

A・B・C・D・E・}{・1・J・N B 赤褐 破片
4 須 恵器 ・壺 … … 伽 一

A・B・D A 灰 小片(肩 口〉

$ 弥 生 ・高杯 一 一 一
A・B・C・1・N B にぶい黄榿 接合部のみ 外面朱塗。

窃 弥 生 ・壺 (17.4) 一 一
A・E・N B 榿 小片(口縁)

マ 弥 生 ・甕 一 一 一
A・D・1・N B にぶい黄褐 小片(口縁) 口縁部及び外面吸炭。外面炭化物付着。

8
i

弥 生 ・甕 一 一 一
A・B・J・N B 黒褐 小片(口縁) 内外面吸炭。

愈 弥 生 ・甕 ～ 一 一
A・B B 黒褐 小片(口 縁)

土塁(第28図 ・第29図 ・第30図)調 査 区域外 に残存 して いる北土塁は、北辺の1ラ イ ン上 に位置 し、

C-1区 内では西端 をみるが東 は延伸 している。全体 に崩れが激 しく底面幅が12rnに も及ぶが、本体幅

は5rn前 後、高 さは減地 表面 か ら80cm前 後 の規模 を もって いる。

南土塁は、B-3区 か らC-3区 にかけて底 面長 さ22.8rn、 上面幅4.Orn前 後、 幅9.6m範 囲に築造 さ

れてお り、高 さは1.45m前 後 を計る。 そ して西端に接続す るように南 に向か う様相 を示 してC-4区 へ

と移行 して いるが、延伸部分は残存 していない。 また、調査 された新 旧両堀 には、南曲す る様相 はまっ

た くみ られな い。方位は北土塁がN-63°-E、 南土塁がN-55°-Eを 示す。南土塁は平積 みで、版

築等 の様相 はみ られな い。
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第35図 試堀 トレンチ出土遺物

第21表 試掘 トレンチ出土遺物観察表(第35図)

し_=士__素 干4

遺物は、縄文式土器から近世陶器まで混在して出土している。多くは小片であるが、C-4区 の底面

部分か ら須恵器短頚壺が出土 している。土塁の時期を直接示すものはない。

柱 列 ・ピ ッ ト群(第31図)ピ ッ トは 、B-1区 ・一一2区 を 中 心 に 分 布 し て い る が 、 こ の う ちA-A'、

B-B'、F-F'の3ラ イ ン の ピ ッ トが 列 を 成 す と考 え ら れ る 。 い ず れ も4本 の ピ ッ トか ら成 る 。Aラ

イ ン はN-71°-Eの 方 位 を 示 し 、ピ ッ トの 規 模 は 、西 か ら、径75cm、30cm、35cm、40cm、 深 さ20cm、18cm、

30cm、24cm、 芯 々 間 距 離 は2.15m、2.74m、2.63m(全 長7.52m)を 計 る 。BとFラ イ ン の 東 端 ピ ッ ト

は 共 通 す る と 思 わ れ る 。Bラ イ ン はN-75°-E、Fラ イ ン はN-70°-Eの 方 位 を 示 す 。 こ の う ちB

ラ イ ン ピ ッ トの 規 模 は 、 西 か ら、 径38cm、38cm、40cm、24cm深 さ23cm、25cm、31cm、29cm、 芯 々 問 距 離

は2.52m、2.31m、2.72m(全 長7.55m)を 計 る 。 ま たFラ イ ン ピ ッ トの 規 模 は 、西 か ら、径32cm、28cm、

27cm、24cm深 さ22cm、22cm、22cm、29cm、 芯 々 間 距 離 は2.71rn、2.30rn、2.72m(全 長7.55m)を 計 る 。
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Vま とめ

検出された遺構は、住居跡9軒 、古墳吐1基 、方形周溝墓2基 、井戸跡1基 、溝跡7条 、堀1条 、土

塁2条(内1条 は調査区外)、 掘立列3列 、ピット等であった。時期は縄文時代か ら近世に及んでいる。

9軒 検出された住居跡は、第6号 住居跡が縄文時代、第4号 住居跡が古墳時代後期、第1号 住居跡が

奈良時代に帰属する以外、第2号 住居跡、第3号 住居跡、第5号 住居跡、第7号 住居跡、第8号 住居跡、

第9号 住居跡、9軒 のうち6軒 の住居跡が弥生時代後期に属するものと思われる。弥生時代後期に属す

るとみられる2基 検出された方形周溝墓と共に、本期が、遺構群の中核を成すものとされよう。

弥生時代後期に属する住居跡の示す大きな特色は、2種 類の平面形態がみ られる点にある。2種 類の

平面形態とは、第3号 住居跡、第5号 住居跡の示す長方形と、第7号 住居跡、第9号 住居跡の示す小判

形の2形 態(第2号 住居跡、第8号 住居跡は形態不明)で ある。 このうち、他遺構との重複関係から時

期的な指標となるのは、長方形を呈する第3号 住居跡である。土層の観察によると、同住居跡は、第1

号方形周溝墓 ・第3号 溝跡によって切断されている(第7図 ・土層図B-B'8・9層 は、第1号 方形

周溝墓の屈曲部分で両遺構が重複し、住居跡を切断した状況を示 している。ただし、8・9層 は、どち

らの遺構に帰属するのか判断できていない)と 判断された。 しか し本質的に、第1号 方形周溝墓 と第3

号溝跡の覆土が近似 しているため、区分は困難であり明確なものではなく、他の両遺構重複部分でも両

遺構は平面的にも区分できていない。 このような状況ではあるが、長方形を呈する第3号 住居跡は、総

合的な要素から、第1号 方形周溝墓及び第3号 溝跡より古いとしたものである。

一方、小判形である第9号 住居跡は、長軸長7mを 超える大型住居である。また、出土遺物が甕、手

捏土器であり、特徴的である。

このような住居跡の分布状況は、類例が少ないなが ら、同類の各々が近接して、長方形である第3号

住居跡、第5号 住居跡は堀の北域、小判形である第7号 住居跡、第9号 住居跡は堀の南域という区分が

伺える。 この長方形住居跡群と、小判形住居跡群の各々の選定理由が時期差なのか、他 の理由によるも

のか、出土遺物の分析とともに、さらに見極める必要があろう。

住居跡出土の弥生式土器群は、細片が多く、適正に示せるものではないが、一応後期の遺物のみであ

るとみ られる。また、後期土器群は、櫛描文系土器が主体であり、客体的に吉ヶ谷津式系土器を含むと

いう大きな特色(第5号 住居跡出土土器は、吉ヶ谷津式系土器の比率が最も多いが、櫛描文系土器との

比率はほぼ同じ)を もっている。

方形周溝墓は、平面形態の異なる2基 が検出されている。第1号 方形周溝墓は、長方形に溝が囲緯す

る形態であり、第2号 方形周溝墓は、四隅に陸橋部をもつ形態である。第2号 方形周溝墓は、合い向か

う南北に平行する溝2条 が確認されたに過ぎないが、2溝 もしくは3溝 で構成されて可能性が高い。こ

うした異なる形態の方形周溝墓が並立 ・近在 しているが、その中でみ られる差が時期差 によるものかど

うか、貧しい遺物量では検討できかねる、 というのが現状である。住居跡群 と周溝墓群の立地区分と、

それぞれの内部にみられる差を今後、資料を重ねることによって検討を進めたい。

断崖を挟んで東部低地帯を望む、低位台地の先端部にあって、北廓遺跡、中廓遺跡、そして玉太岡遺

跡の3遺 跡の中心に位置する本遺跡の存在は、大規模な堀 と土塁を備えた居館吐が、中世の所産であっ

た可能性も含めて、益々大きなものとなろう。
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VI上 前原遺跡の調査

1調 査に至る経過

上前原遺跡は江南台地の縁辺部に広がるが、市街化地域に続 く幹線道路が南北に通行 している。 これ

に則った東西 ・南北道路で土地が方格に区画されるため宅地化が急速に進んでいる。遺跡内では過去に

二回の発掘調査を実施しその成果を報告 している。

第3次 発掘調査地点は熊谷市千代(旧 江南町大字千代字上前原65-1.、65-4、65-5)で 台地北縁辺部に

かかる地点であった。平成16年9月 に住宅の建築造成にかかる事前調査として試掘調査を実施 したとこ

ろ、表土下より縄文時代中期を中心とした土器及び集石土墳が多数現れ、開発予定地の中心部に多 くの

遺物と遺構が確認された。現況での保存が困難であったため、同年11月 に建築主である腰塚 秀夫氏よ

り旧江南町教育委員会が依頼を受けて記録保存のための発掘調査を実施したものである。調査にかかる

事務は、文化財保護法にかかる事業者の 「埋蔵文化財発掘届」(平 成16年10月15日 付)に 江南町教育委員

会の副申を添え埼玉県教育委員会に進達し、旧江南町教育委員会からは 「埋蔵文化財発掘調査の通知」(平

成16年10月21日 付江教第2039号)を 埼玉県教育委員会へ通知 している。その後、埼玉県教育委員会より「周

知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について」(平 成16年11月9日 付)の 通知を受理した。

4次 発掘調査地点は熊谷市千代(旧 江南町字上前原140)で 平成18年7月 に住宅建造にかかる事前調査と

して試掘調査を実施したところ、建物部分を中心に縄文時代中期から後期の竪穴住居跡及び土壌が確認され

た。建物部分に重なる位置の遺構については現況での保存が困難であることから、同年8月 に建築主である

新井明代氏より旧江南町教育委員会が依頼を受けて記録保存のための発掘調査を実施したものである。調査

にかかる事務は、文化財保護法にかかる事業者の 「埋蔵文化財発掘届」(平成18年6月26日 付)に 江南町教

育委員会の副申を添え埼玉県教育委員会に進達し、旧江南町教育委員会からは 「埋蔵文化財発掘調査の通知」

(平成18年6月30日 付江教第803号)を 埼玉県教育委員会へ通知している。その後、埼玉県教育委員会より 「周

知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等について」(平成18年7月13日 付)の 通知を受理した。

2発 掘調査 ・報告書作製の経過

第3次 発掘調査は、平成16年11月2日 より平成16年11月29日 まで行った。現場には作業員12名 を

投入し遺構の確認を進め、集石土墳群の規模と範囲の把握を順次行っていった。調査区には基準杭を設

定し遺物の分布 ・集石土墳の記録を図 ・写真等で作製した。集石土墳は40基 以上に及び、大量の礫の扱

いに苦慮した。取上げた土器 ・石器等の埋蔵物は平成16年12月2日 付けで熊谷警察署に発見届(江 教第

2323号)を 、埋蔵文化財保管証は埼玉県教育委員会へ提出した。

第4次 発掘調査は、平成18年8月1日 より平成18年8月31日 まで行った。現場は作業員10名 を投入 し

遺構の確認を進め、住居跡1軒 及び土塙4基 、ピット約30基 を確認し、順次発掘作業を行った。取上げ

た埋蔵物は平成18年8月31日 付けで熊谷警察署に発見届(江 教第1274号)を 、埋蔵文化財保管証は埼玉

県教育委員会へ提出した。報告書作成は、江南町が熊谷市に合併したことからこれを熊谷市教育委員会

に引き継ぎ平成19年9月 より市立江南文化財センターにて作業を実施した。調査費用及び報告書作成に

は、3次 ・4次 とも平成16年 、18年 度の文化財関係国庫補助事業の対象とし、国1/2、 埼玉県1/4、 江南

町(熊 谷市)1/4の 費用負担を行った。19年 度は市費にて整理 ・報告書作成事業を実施し刊行 した。
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発掘調査の組織

上前原遺跡第3次 発掘調査の組織(平 成16年度)

主体者 江南町教育委員会

事務局 教育長 岡部 弘行

教育次長 岡田 恒雄

主 査 新井 端

主 査 森田 安彦 ・

発掘担当者 森田 安彦

発掘調査参加者 阿部早百合 大塚 宏子 岡田 君代 岡田

杉田 君香 田中 節子 藤 敏則 水野

守屋 憲治 関口 進

上前原遺跡第4次 発掘調査の組織(平 成18年 度)

主体者 江南町教育委員会

事務局 教育長 馬場 攻

教育次長 岡田 恒雄

次長補佐 新井 端

発掘担当者`新 井 端

発掘調査参加者 大塚 宏子 岡田 君代 岡田 クニ 桜沢

杉田 君香 藤 敏則 水野 正和 守屋

大島 安子 小澤 三春 志村モ ト子 広澤

上前原遺跡第3・4次 発掘調査の整理 ・報告書作成の組織(平 成19年 度)

主体者 熊谷市教育委員会

事務局 教 育 長

教育次長

社会教育課長

社会教育課文化財保護担当副参事

社会教育課副課長

社会教育課副課長

社会教育課文化財保護係主幹兼係長

主査

主査

主任

主事

報告書編集 ・執筆者

編集協力 今井 宏 森田 安彦

野原 晃

増田 和巳

関口 和佳

今井 宏

新井 端

出縄 康行

金子 正之

寺社下 博

吉野 健

松田 哲

松村 聡

新井 端

クニ 佐藤 幸男

正和 村井美津子

昌三 関口 進

憲治 茂木 君江

愛
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皿 上原遺跡の立地 と環境

上前原遺跡の立地 と環境については、第1次 発掘調査報告書(1988)、 第2次 発掘調査報告書(2006)

に詳述してあることか ら、 ここでは概要を述べるにとどめる。遺跡は江南台地の北縁部に立地 し、崖線

は沖積地 と約10mの 急崖となっている。西側は東原遺跡との境界とした旧谷をなぞって通行する市道部

分を一応の遺跡境界とするが、この谷は台地奥へ侵入しないので台地上では遺跡は連続 しているものと

考えられる。東から南方向は柴沼に至る開析谷により半島状の台地に区分され、その末端から谷に移行

する斜面部に遺跡の範囲は広がる。ほぼ東西450m、 南北350mで 標高では約50m～53mの 緩斜面地か

ら平坦部に、縄文時代から古代の集落 ・古墳が営まれていた(第1図)。

上前原遺跡周辺の遺跡分布を見ると、江南台地の崖線部に大小規模の遺跡が濃密に営まれてお り、西

側は消滅 した東原遺跡で、工事に際し縄文時代中期後半加曾利E式 期の埋甕や土器石器が採取された こ

とか ら、集落の展開する地区であったと推定される。さらに西側では開析谷を挟んだ台地上の畑地は宮

下遺跡で、縄文時代中期の遺物が散布 し、連続する山林部分では縄文時代中期の埋甕のほかに平安時代

の鍛冶集落が発掘されている。さらに西側へ続 く台地縁部には権現坂遺跡があり、縄文時代中期加曾利

E1式 の住居跡5軒 、集石土墳20数 基が発掘されたほか、埴輪窯跡 ・粘土採掘」廣なども確認されている。

さらに西側の台地奥部の西原遺跡では加曾莉E3～4式 期にわたる集落跡が発掘調査されてお り、52軒

の住居跡が確認されている。また、南西側では萩山遺跡が開析谷に南面 して立地 しており、縄文時代早

期撚糸文期の住居跡が20数 軒発掘されたほか、後期称名寺式期の住居跡6軒 、集石土墳、平安時代の住

居跡1軒 などが確認された。 江南台地の縁辺部や台地を開析する谷部分を中心に集落跡の分布が濃密

で、上前原遺跡周辺では縄文時代中期中葉以降の集落が継続しているようである。

古墳群は上前原1.2号 墳が現存しているものの内部主体は不明であったが、H次 調査で川原石積の

同張り形の横穴式石室を持つ3号 古墳を発掘調査した。石室構造や出土遺物か ら7世 紀後半以降の時期

を示 している。なお、本遺跡の東側に開析谷を挟んで方形墳1基 と小円墳か らなる行人塚古墳群が分布

しているほか、台地奥部に古墳群の分布は見当た らない。

過去の調査をみると、第1次 地点は台地縁か ら150mほ ど台地内に入った地点で、集落居住区の廃棄

場所 と考えられる南か ら侵入する小支谷に堆積 した遺物包含層と住居跡1軒 を確認している。縄文時代

早期、中期、後期に属する遺物の出土が大半を占めていた。第2次 地点は台地縁か ら350mほ ど台地内

に入った地点で、古墳跡1基 、縄文時代中期後半の住居跡2軒 、溝などが確認され、古墳石室か らは鉄刀、

耳飾な どが出土 した。

第3次 調査地点は遺跡の北辺崖線上で、約650㎡ 部分には縄文時代中期の40基以上の集石群と住居跡が

集中して検出された。隣接地の畑からも多数の土器石器が採取されており、遺構遺物の密度は濃厚である。

第4次 調査地点は第2次 調査地点の東に隣接する場所で、縄文時代後期の住居跡1軒 と土墳などが確

認された。

注1988江 南町教育委員会 「本田 ・東台 上前原」 江南町文化財調査報告書第8集

1995江 南町 「江南町史 資料編1考 古」

2006江 南町教育委員会 「上前原遺跡第2次 発掘調査報告書」 江南町文化財調査報告書第15集

一43一



1値 も
,!

ゴll

ミ辱1月1ヒ}艮 岸1,橋

勤
磁

ノ

獅
/
2次調査
ユ

急
4

/

1"、。・1・

、1-、

躯
◎
0

諺

ぺ

//σ
・/・1

蚤

。診 /乙

緬
饗

グ
/
"
/

許
ジ
レ

鳶
1αl

lQI一

'＼窃

、
,'

"

ーノ

/
/南/
50

藤
胤

で
蝪

/

町

/κ
/

.

∠
」
置

哩

　

/
墳

ー

ノ
号
●

ー

戸

/

/

砧

/

一

9

.
婁

ー

ノ

ノ
/

'

,
ズ
^

/
レ

吃
ミ
ξ
こ
三

/

ヅ
/

濯
・

鋤～

ボ

/

巌

難

蟻

,べ

^

＼

へ

＼

t

繁
編

、鄭

。

f

眠

晶

騨

嘗

-

薦繍窓
み

欄

§

翫

・

卜.
∴

.h

蕪
魑

・沢

】宙慰醍 鰭 月1

鑑.縷 惣
瞭

35r← ノ 、'～

贈辱

1醸 、

薙ゴ
O

σ

6ら
畠

馳
老
人
才

`
し

赴

宝汐球 塗謄 謂

'雰

巡
一寧

ぜ
課

.・ 攣

第1図 上 前 原 遺 跡 の 地 形 と調 査 地 点(1/5000)(1/50⑪ ◎O)

44一

「



¶皿 上前原遺跡 の概要

1調 査の方法

第3次 調査地点は現況が山林であったため雑木の伐採の後、表土除去を行い試掘調査を実施したところ、

表土下10cm～15cmで 遺物包含層に達 した。立木等の株抜根は遺構を破壊する恐れがあることか ら、これを

抜かずに発掘作業を進めることとした。また、開発区北側斜面部は現況保存となるため調査区から除き、

台地上の平坦面を中心に調査区設定を行い、4m方 眼グリットを設定した。表土除去は小型バックホーと

人力によりおこない、遺構の確認とその掘削を進めた。調査区一面に土器と礫が散布する状況から集石遺

構を主とした遺跡が現れると予想できた。集石遺構の特性として中小の自然礫 ・破砕礫が多量に使用され

ることから、その実測図化にも多くの時間を要することが予想された。実際確認された集石遺構は50基ほ

どで、その平面図作成と断面図作成については写真測量を行 うことにより作業の迅速化を図ることとした。

集石の調査は土墳内に詰まった礫の数量 ・重量を確認後、サンプルのみ採取 した。さらに、集石下に1、

2号 住居跡も確認された。発掘調査の終了段階で調査区の地形測量を行い1/100図 を作成した(第2図)。

第4次 調査地点は現況が畑地で覆土は軟 らかい耕作土であった。耕作に際して取り出された土器石器等

の遺物が農道の隅などに広範に分布している状況であった。試掘調査の結果住居跡、土墳などが確認され

ていたので、発掘調査では対象区の覆土を確認面までバックホーによ り除去 した。調査地区には2m方 眼

のグリットを設定し、遺構の調査を進めた。住居跡、土墳、小ピット、溝を掘上げた後に全体の地形測量

を行い1/50図を作成した。また、ラジコン飛行機により調査区及び遺跡の空中写真を撮影した(第50図)。

2検 出された遺構と遺物

第3次 調査区から検出された遺構は縄文時代の住居跡2軒 、集石土‡廣43基、土」廣8基 、埋甕1基 平安時代墓墳

1基 である。現況山林の覆土は薄 く、直に礫 ・土器等が出土するため遺構のはっきりとした形を確認するまでは、

散乱する礫、土器片等はグリットごとに一括で取 り上げ、集石遺構が形 として確認できるまで全体を掘 り下げた。

集石は重複数では48基 となったが、その分布を見ると尾根の中央を残すように、斜面部への変換点に密集 して検出

されるが、遺構の分布は標高52m付 近が下限である.但 し、2号 住居跡の炉跡が斜面部で検出されたことから西側

斜面はかなり流失または削平を受けているものと思われる。集石土墳は基本的に平面が円形、断面は播 り鉢状をし

ているが、直径40cm以 上の例が大半で、中には1mを 越える例もあった。詰められた礫は例外なく加熱を受け焼け

焦げた状態(焼 礫)を 呈しており、断片となっている礫が 目立った。 このような土墳では土墳下部の地山面はほと

んど焼けてはいない状況であったが、焼礫とともに炭化物粒子を多 く含む覆土で埋まっていたことか ら、集石土墳

の下部に張り石を持つ集石土墳とともに蒸し焼き施設としての利用が想定された。1号 竪穴式住居跡は、覆土上層

に集石の一部が多量に混入していたことか ら集石群と同時期かやや遡るものと考えられる。2号 竪穴式住居跡は掘

り込みの壁がまったく検出されず、斜面部に炉跡のみが確認された。集石の掘 り込みや、土地の流失などにより斜

面地となったものと推定される。46号 土墳は平安時代の墓墳で、供えられた4つ の須恵器碗が出土している。

出土遺物の大半は縄文 時代 の土 器 ・石 器であ り、 中期中葉か ら中期後 半 まで の時期 を示す土器様式が

確認 される。 石器 も打斧 を中心 に擦 り石 や石皿な ど調理用道具な どが確認 され る。本地点 の特徴で ある

集石遺構 は、0.5kmほ ど南 西の萩山遺跡や2kmほ ど西方 の権現 坂遺跡地点 で も同時期 の遺構 が確認 され

てお り、台地域での縄文 人の生活活 動の活発であった ことが推察 される。
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璽X遺 構 と遺物

1第3次 調 査 地 点

1)住 居 跡

雁号竪穴式住居跡(Sl嘱 第3図 第算 ・総図)舌 状台地の西側緩斜面部に立地する。南北に膨

らむ形をするが、壁溝は直径約5rnの ほぼ 円形を呈することから、平面形はほぼ 円形をするものと考え

られる。主柱穴は6本 で。壁溝 に沿い略円形に配置される。直径30～40cm。 深さ26～40crnを 測る。

炉跡は住居北半部,主 柱穴列の内側に石組炉が設けられる。石組みは長さ鱒crnの 川原石2個 が残って

お り、当初は4個 で組まれていたようである。なお、北側 と南側にも50cm大 の炉跡と考え られる皿状

の掘 り込みがある。床面は直床で良く踏み固め られていた。覆土は2層 で茶褐色土の一次堆積土上に、

集石由来の焼礫 ・破砕礫、土器片が混入 していた。住居跡に伴 う遺物は土器 ・石器を中心に床上面に広

く散布していた。 また.ほ ぼ完形品の粗製の甕形土器が3点 出土(第19図6、7第20図6)し てい

る。鉢形土器も出土 してお り時期を示す資料には勝坂式期の甕(第22図1)や 、加曾利E2式 の土器な

どがみられる。

黛号竪穴式住 居跡(Sl2第3図 第 ⑲ ～ 鎗 図)舌 状台地 の西側 斜面部 に立地す る。住居部 分

の大半が地形 流失 のせ いか炉跡 しか残 らない。 炉跡は10～15cm大 の河 原石 を楕 円形 に並べ る ことで

炉を形作 って いる。長 さ1.2×1.Omを 測 る。北側 に接す る直径1mの 皿状 の掘 り込み も炉跡 であった可

能性 がある。 柱穴は 二箇所の小ピ ッ トが これ に相 当し、直径30cm、 深 さ28cmを 測 る。か つての住 居

跡 の規模 は不明だが、直径6m近 い竪穴式住居跡であ った ろう。炉跡周辺 に勝坂式期 の深鉢片(第18図

1)が 集 中 して出土する ことか ら、本住居 に伴 う遺物 と把握 して いる。

2)土 墳

嘔号土 壌(SK筆 第4図)集 石群や住居か らやや離れた場所 に単独で発見 された埋甕遺構 であ

る。 直径54cm深 さ38cmを 測 る。埋 甕 に使用 された土器(23図1)は 円筒形で 上方 に開 く形 を してお り.

19図6、19図7、20図5の 甕 形土器 と同 じく簡素な縄 文で飾 られた土器であった ろう。

黛号土 鑛(SK窯 第3図)2号 住 居の南東側か ら発 見 された遺構 である。 平面 は円形で、 直

径2.6m、 深 さ34c㎜を測 る。暗茶褐 色土 の覆 土であ る。土」廣の隅 に寄せ られた甕(30図10)が 正位で 出

土 したが、底部 は欠いていた。 一気 に埋 め られた覆土や 供え られた甕 のあ り方は、この土墳が墓跡で あっ

た ことを推測 させ る。 あ らか じめ底 の除かれた甕 形土器 が副葬された ものであろ う。

また、集石 には重複 しないが同程度 の規模 を示 す6,47,48,49,50,52号 土」廣がある。 互い に重複す

る こともな く,覆 土 の状況 な どか ら墓塙 であった可能性 も考 え られ るが、 出土遺物 がほ とん どな く判 断

が困難 な状況 であった。

葡号土 墳(SK聡 第 裕図)調 査 区の北辺 か ら単独 で発見 され た。西側 にか く乱 が入 るが、一・辺1.8

m×0.8m、 深 さ0.5rnの 長方形 を して いた。 出土須恵器 の位置か ら東方頭位 を採 る埋葬遺構 と推定 さ

一47-一
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SS2
1.明 茶褐色土 しまり強、粘性やや弱。炭化粒微 量含。粒 子やや粗。

2.茶 褐色 しまり・粘性やや強。ローム粒少量含。粒子 細。
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第4図 上 前 原遺 跡 第3次1.2.3号 集 石 土 壌 ・1号 埋 甕 実 測 図(1/40)
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十

Ψ

。幽

52&。ASS5

揖 ・疇

潮臨蕊義 猟
SS5
1.茶 褐 色上 しまり・粘性やや弱。炭化

粒少量含。粒 子粗。
2.暗 黄褐 色土 しまり・粘性やや強。ロー

ム粒少量、炭化粒微量含。

3.明 茶褐色 上 しまり・粘性やや粗。炭

化 粒微 量、ローム粒少量含。粒子や

や粗。

◎2麟
一

SS4
1.茶 褐色土 しまり強、粘性やや弱。炭化粒 ・ワーム粒微 毫含。粒 野やや粗。

2.暗 茶 褐色土 しまり・粘性やや弱。炭化粒微鼠含。粒子やや粗。
3.暗 黄褐色土 しまり・粘性やや強。ローム粒少量含。粒 介やや粗。

第5図 上前原遺跡第3次4.5号 集石土墳実測図(1/4◎)
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れるが、棺の部材や副葬品は発見できなかった。頭部周辺には10世紀後半代に造 られた焼きの悪い須恵

器鏡が4個 体(32図3～6)出 土 したが、出土状況か ら棺上に置かれたものが棺内に落ち込んだように

見受けられた。4の 鏡は灯明皿に使われた際の油煙や燈芯痕跡が残っている。5の 鏡には体部外面に「而」

の墨書が認められた。

3)集 石 土 墳

1号 集石 土壌(SS1第4図)76×112c磁 、楕 円形 掘 り込みは浅 く、礫 は散漫 である。

2号 集石 土壌(SS2第4図)65×86cm、 楕 円形 掘 り込みはや や深 く、 上 ・中層 に礫を多 く

含む。

3号 集石土 壌(SS3第4図)196×90cm、 楕 円形 礫 の集 中状況か ら二 回以 上の 作 り替 えが

想定 される。 礫は上 ・中層 に集中 している。

4号 集石 土墳(SS4第5図)76×70c恥 、 円形 掘 り込みは浅 く、土壌下部 に敷石 を配 してい

る。重複 する先行す る土墳は90×100rn、 掘込 みが深 く上層 に礫が集中する。

5号 集石 土墳(SS5第5図)110×130cm、 楕 円形 掘 り込み は浅 く、一方 に下 部敷石がある。

6号 集石土 墳(SS6第6図)90×104cm、 楕 円形 掘 り込みは浅 く礫 が多い。 下部 に扁 平楕

円礫 を配す。 覆土 中に甕形土器の大型破片 が敷 かれ たよ うな状態で出土 した。 土器は勝 坂式期な どであ

ることか ら、本土塙 は中期前葉に営まれた もの と考 え られる。

7号 集石土 壌(SS7第6図)90×105c瓜 楕 円形 掘込みが深 いが、下 ・中層 に礫 が少な く

上層 に多い。

8号 集 石土 墳(SS8第9図)140×171c砥 楕 円形 掘 り込みは浅 く多量 の礫 中 に甕形土 器

が横倒 しとな って いた(26図1)。 土器 は称 名寺式期 である ことか ら後期 に営 まれた もの と考え られる。

下部敷石は扁 平河原石 を播鉢状に配 している。

9号 集石 土壌(SS9第9図)

10号 集石 土壌(SS10第6図)

11号 集石 土墳(SS11第7図)

12号 集石 土墳(SS12第7図)

部敷石は河原 石 を播鉢状 に配 している。

13号 集石 土墳(SS13第8図)

ていた。

14号集石土壌

15号集石土墳

16号集石土墳

17号集石土墳

18号集石土墳

19号集石土壌

められる。

20号集石土壌

(SS14第8図)

(SS15第9図)

(SS16第9図)

(SS17第7図)

(SS18第7図)

(SS19第8図)

90×95cm、 楕 円形 掘 り込みは浅 く礫はやや少なめであ る。

76×75c租 、 円形 掘 り込みは深 く、礫 がびっ しりと詰 まる。

55×60cm、 楕 円形 掘 り込みは浅 く、礫 がやや少な い。

110×120m、 楕 円形 掘 り込みは深 く、覆土 中に礫が多い。 下

115×110cm、 楕 円形 掘 り込みは深 く、中層に大 量の礫が詰まっ

90×95cm、 楕 円形 掘 り込み はやや浅 く、上層に礫 が集 中する。

65×70c搬 、楕 円形 掘 り込みは浅 く、 上層に礫 が多い。

56×64cm、 楕 円形 掘 り込 みは浅 く、 上層に礫 が多い。

70×65cm、 楕 円形 掘 り込 みは浅 く、 上層 に礫 が多い。

45×60cm、 楕 円形 掘 り込みは浅 く、礫 が下層 まで認め られ る。

90×115cm、 楕 円形 掘 り込み は浅 く、中層以上 に礫が多 く認

本土墳は1号 竪穴式住居跡の覆土上層に廃棄された大量の礫を集石 としていたが、
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SS7

1。 暗茶褐色 土 しまり・粘性 弱。炭化粒微 量含。粒 子やや 粗。

2.茶 褐色土 しまり強、粘性やや弱。炭化粒 ・ロマム粒微 量含。

3.黄 褐色 上 しまり・粘性強。ローム粒やや 多含。粒 子粗。
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SS6

1.褐 色土 しまり・粘性やや弱。炭化粒 少量含。粒 子粗。

2,暗 黄褐色土 しまり・粘性やや強。炭化粒微 量、ローム粒 少量含。粒 子やや細。

第6図 上 前 原 遺 跡 第3次6.7.10号 集 石 土 墳 実 測 図(1/40)

一 一52一



(り

B
F
L
F
L
t
L

A
「
一

「
巨コ

ー
」

90

εo

鴻

60

50

菊

抄
り

SS12

L暗 黄褐 色土 しまり・粘性強。ローム粒 少量含。粒子やや細。

2.茶 褐色 土 しまり・粘性 やや弱。ローム粒微 量、炭化粒少量含。粒F粗 。
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SSl7

L茶 褐色上 しまり・粘性やや 弱。炭化粒微 量含。粒 子粗二

2.褐 色上 しまり・精性やや 強。炭化粒 、ローム粒微量含。粒子粗。

02麟
一

第7図 上 前 原 遺 跡 第3次11.12.17.18号 集 石 土 墳 実 測 図(1/40)
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SS14
1.茶 褐色土 しまり・粘性やや 強。炭化粒微 量含。粒 子やや粗。

2.暗 黄褐色土 しまり・粘性やや 強。ローム粒 少量含。粒子やや粗。

牽

○

SS9

1.茶 褐色 土 しまり・粘性 やや弱。炭化粒少 量含。粒子や

や粗。

2.暗 黄褐色土 しまり・粘性やや強。炭化粒微 量、ローム粒

少量含。粒 子やや粗。

SS13
1.暗 茶褐 色土 しまり・粘性やや 弱。炭化粒微 量含。粒 子

粗。
2.褐 色土 しまりやや強く粘性 弱。炭化粒 少量含。粒子や

や粗。
3。 暗黄褐 色土 しまり・粘性 やや 強。ローム粒 少量含。粒

子細。

SS15

1.茶 褐色土 しまり・粘性弱。炭化粒少 量含。粒 子粗 。

2.暗 茶褐色 土 しまり・粘性 やや 弱。ローム粒 少量含。粒

子粗。

3.明 褐色土 しまり・粘性や や強。ローム粒少 量、炭化物

微 量含。粒 子やや細。

02禁
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SS19

1.茶 褐 色土 しまり・粘性やや弱。炭化粒少量含。粒子やや粗。

2.黄 褐 色土 しまり・粘性やや強。ローム粒少量含。粒子やや粗。

第8図 上 前 原 遺 跡 第3次13.14.19号 集 石 土 墳 実 測 図(1/40)
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SS8

L茶 褐色土 しまり・粘性やや弱。炭化粒やや多含。粒子粗。
2.暗 茶褐色土 しまり強 、粘性弱。炭化粒少量含。粒 子粗。

3.黄 褐色土 しまり・粘性やや強。ローム粒少 量含。粒子やや粗。
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SS16

1.暗 茶褐色土

第9図 上 前原 遺 跡 第3次8.9.15.16号 集 石 土 壌 実 測 図(1/40)
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SS22

1.茶 褐色上 しまり・粘性 弱。炭化粒

微 量含。粒 子やや粗。

SS21

L茶 褐 色土 しまり・粘性やや弱。炭

化 粒・ローム粒 少量含。粒子やや

粗。
2.暗 茶褐 色土 しまり・粘性やや強.

ローム粒少量含。粒 子やや粗。

SS23

1,暗 茶褐 色土 しまり・粘性やや弱。
且 炭化 粒 羅一ム粒微 量含

.粒 子や

や粗。
2.暗 黄色褐 色土 しまり・粘性 やや

強。ロー ム粒少 量、炭化 粒微 量

含。粒 子粗。

SS24

1.褐 色土 しまり・粘性やや弱。炭化粒微量含。粒 子粗。

2.暗 黄褐色 土 しまり・粘性やや強。ローム粒少量含。粒子粗。
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:雛鑑
弱。ローム粒 ・炭化粒 微量含。

粒子粗。
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SS28

1.暗 茶褐色土 しまり・粘性やや

弱。炭化粒少 量含。粒子やや

粗。

;
2.暗 黄褐色土 しまり・粘性やや
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SS25

1.茶 褐色 土 しまり・粘性弱。炭化粒少量含。粒 弄やや粗。

2.暗 黄褐色土 しまり・粘性やや強。ローム粒 ・炭化粒微量含。粒 子やや粗の

3.暗 茶褐色上 しまり・粘性やや弱。ローム粒少量、炭化粒微 量含。粒子粗。

4.暗 黄褐色土 しまり・粘性強。ローム粒少量含。粒子やや粗。
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第10図 上 前 原遺 跡 第3次21.22。23.24.25.26.28号 集 石 土墳 実測 図(1/匂0)
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SS31

1,茶 褐色上 しまり・粘性やや弱。炭化粒微 量含。粒r粗

2.明 茶褐色上 しまり・粘性やや弱。炭化粒 ・ローム粒微 量含。粒f粗 。
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SS29
1.明 茶褐色土 しまり・粘 性やや弱。炭化粒 ・ローム粒少 量含。粒子やや粗。

2,暗 黄褐色上 しまり・粕性やや弧 ローム粒少量、炭化粒微量含。粒 子やや細。

第11図 上 前 原 遺 跡 第3次2τ29.3α31。32号 集 石 土 墳 実 測 図(1/40)
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調査の途上で住居跡の覆土をなすものとして、集石土壌から竪穴式住居 とした。

21号集石土墳

22号集石土墳

23号集石土壌

餌号集石土墳

25号集石土墳

26号集石土墳

27号集石dは廣

認号集石土壌

29号集石土墳

3◎号集石土墳

31号集石土壌

中する。

32号集石土壌

33号集石土墳

(SS劉 第10図)

(SS22第10図)

(SS23第10図)

(SS24第10図)

(SS25第10図)

(SS26第10図)

(SS27第11図)

(SS28第10図)

(SS29第11図)

(SS30第 η 図)

(SS31第11図)

50×30cm、 楕 円形 掘 り込 みは浅 く、礫 は少な い。

36×32cm、 円形 掘 り込みは浅 く、礫 が少ない。

68×86cm、 楕 円形 掘 り込 みは浅 く、礫 が少な い。

48×55cm、 円形 掘 り込 みはやや深 いが、礫 上層 に多 い。

78×70cm、 円形 掘 り込 みは深 い、礫が多 く詰 まって いた。

46×65cm、 楕 円形 掘 り込 みは浅 く、礫やや 少な い。

58×66c瓜 楕 円形 掘 り込み はやや深 く、 上層 に礫が多 い。

50×52cm、 円形 掘 り込み はやや深 く、 上層 に礫 が多 い。

51×47rn、 楕 円形 掘 り込み は浅 く、上層 に礫 が多い。

71×90cm、 円形 上 ～中層 に多量 の礫が詰 まっていた。

84×80cm、 円形 播鉢状 の掘 り込み 多量 の礫 が上 ・中層 に集

(SS32第11図)48×68cnl、 楕 円形 上中層 に礫が多 い。

(SS33第12図)120×85c駄 楕 円形 掘 り込 みは浅 く、 上層 に礫 が多 い。覆 土

か ら口縁 部に 円形刺突 と弧状 の沈線 を配 した深鉢形土器(第23図)が 出土 して いる。

34号 集 石土塙(SS34第12図)65×74cm、 楕 円形 掘 り込みは浅 いが、礫が多 く詰まる。

35号 集石 土壌(SS嘔 第4図)130×148c瓜 楕 円形 播鉢状の深 い掘 り込みだ が、礫 は上層か

らのみ確 認され る。

36号 集 石土塀(SS36第13図)二 基 以上 の土墳 が重複 して いる。aは80×110cm、 播鉢状 の掘

り込み をして い る。上層 に大量 の礫 が詰 まってお り、下部敷石 も配 されて いる。bは100×80cm、 集石

中に甕体部 下半(第28図17)が 混在 していた。

38号 集石 土墳(SS37第13図)51×60cm、 楕 円形 掘 り込みは深 く、礫が少な い。

38号 集石土壌(SS38第13図)56×76cm、 楕 円形 掘 り込み はやや深 く、上層 に礫 が集 中す る。

39号 集 石土塀(SS39第14図)90×110c臥 楕 円形 掘 り込 みは深 く揺鉢 状、上 層に大量 の礫

があ り、河原石 をつか い下部敷石 を配 している。

40号 集石土墳(S.S40第14図)180×185cm、 楕 円形 掘 り込 みは深 く播鉢状、上層 に大量 の礫

がある。

41号 集石土墳(SS41第15図)90×50cm、 楕 円形 掘 り込 みは深 くた らい状、上層～下層 まで

多 くの礫 が混在 して いる。

42号 集石土墳(SS42第15図)85×76cm、 楕 円形 掘 り込 みは深 くた らい状、上層 に大量 の礫

がある。

44号 集石土墳(SS44第15図)90×92c臥 楕 円形 掘 り込 みはやや浅 い、 上層 に大量 の礫が あ

り、河原石 を使 い下部敷石 を配 している。

以 上、集石土 壌に使用 された礫 の数量等 は、表3の とお りであるが、そ の多 くは当時台地下 を流れて

いたであろ う荒 川よ り採取され たもので ある。そ の礫 の大 きさ、分量 を考 える とき、 土器形式 の変遷 と

あいまって、数 世代 数百年に及ぶ労働 の累積が想定 され る。
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3.明 褐 色上 しまり・粘性 やや強。ローム粒 多

含。粒 子やや机

4.明 茶褐色 土 しまり・粘性 やや弱。炭化粒 少
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蹴 髄 上 しまりや強 粘瞬 炭イヒ購 號 粒触
2.茶 褐 色上 しまり強、粘性やや弱。炭化粒微量含.粒rや や細。
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第13図 上 前 原 遺 跡 第3次36.37.38号 集 石 土 墳 実 測 図(1/40)
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SS41

L茶 褐色上 しまり・粘性やや 弱。ローム粒 少量、炭化粒微 量含 。粒子やや細。

2.暗 褐色土 しまりやや 弱、粘性弱。炭化 粒少量含。粒子粗ゆ

3.黒 褐色土 しまり弱、粘性やや強。炭化粒 多含。粒子やや粗。

4.暗 黄褐色土 しまり・粘性やや強。ローム粒少 量含。粒 子細。

SS44

L暗 茶褐色土 しまりやや強 、粘性弱。炭化粒 少量含。粒 子粗。

2.暗 黄褐色土 しまり・粘性やや強。ローム粒少 量含 、炭化粒微 量含。粒 子やや 細。

3.黒 褐色土 しまりやや弱 、粘性弱。炭化粒 多含。粒 子粗。

ガ2麟
一

SS42

L茶 褐色土 しまり・粘性やや強。ローム粒少最含。粒子細。

2.暗 褐 色土 しまり・粘性弱。炭化粒やや多含。粒 子粗。

3.暗 黄褐 色土 しまり・粘性やや強。ローム粒少量、炭化粒微量含。粒fや や細。

4.明 茶褐 色土 しまり・粘性やや強。ロ～ム粒やや多含。粒子細。

第15図 上 前 原 遺 跡 第3次41.42。44号 集 石 土 壌 実 測 図(1/40)
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第16図 上前原遺跡第3次46号 土墳実測図(1/40)

SS27

L茶 褐色土 しまり・粘性 やや弱。炭化粒 少量含。粒 子粗。

2.暗 茶褐色土 しまり・粘 性やや強。炭化粒 ・ローム粒微 量含。粒 子やや粗。

3.暗 黄褐色土 しまり強、粘性 やや弱。ローム粒 少量含。粒 子粗。

SS30

L明 茶褐色 土 しまり・粘性やや 弱。炭化粒 少量含。粒 子粗。

2.明 茶褐 色土 しまり・粘性やや 強。ローム粒少 量、炭化粒微量含。粒子やや粗。

3.暗 黄褐 色土 しまり強 、粘性やや 弱。ローム粒少量 、炭化粒微 量含。粒子やや細。

SS32
1.茶 褐 色土 しまり弱、粘性やや弱。炭化粒微 量含。粒子やや粗。
2.暗 黄褐色 土 しまり強 、粘性やや弱。炭化粒 ・ローム粒微量含。粒子細。

SS34

L茶 褐色土 しまり・粘性 弱。炭化粒 少量含 。粒 子やや粗。

2.暗 黄褐色土 しまり強、粘性やや 弱。ローム粒 少量含。粒 子粗。'

3.暗 茶褐色土 しまり・粘性やや 強。炭化粒'ロ ーム粒微 量含 。粒子やや粗。

SS35
L茶 褐色土 しまり・粘性弱。炭化粒 少量含。粒 子粗。

2.明 茶褐色土 しまりやや強 、粘性弱。炭化粒微 量含。粒子 粗。
3.暗 茶褐色土 しまり・粘性強。炭化粒微 量、ローム粒少 量含 。粒 子やや細。
4.暗 黄褐色土 しまり・粘性やや強。ローム粒やや多、炭化粒 微量含。粒 子粗。
5.明 黄褐色土 しまり強 、粘性やや強。ローム粒やや多含。粒 子粗。

SS33
1.茶 褐色土 しまり・粘性弱。炭化粒多含。粒子粗。

2.暗 茶褐色土 しまりやや強、粘性弱。炭化粒微量含。粒子やや粗。
3.暗 黄褐色土 しまり強、粘性やや弱。ローム粒少量含。粒子やや粗。
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第28図 上前原遺跡第3次36号 集石土墳出土土器(1/3)(1/2)
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4)出 土 遺 物

住居跡、土墳か ら出土した縄文式土器の多くは、ほとんどが破片資料であったがそのいくつかが図上

復元をした。2号 住居に残された土器は深鉢、浅鉢、甕などの器種が充実している。石器 も打製石斧。

磨石などが揃っていた。2号 住居の一括の出土遺物は江南台地域での勝坂式期の様相知る数少ない資料

とし貴重である。

包含層から出土した土器も中期前半か ら後期まで見 られるが、主体は中期前半の勝坂式期から加曾利

E2式 ころである。また、中部地方の曾利系の土器や阿玉台式系の土器も少量ながら伴っている。

土製品(第36図)

同時期 の土器片 を用 いた土製 円盤(1～6、8～11)と 耳飾(7、12、13)が あ る。7は 土器片利用で

はな く粗製の土製 円盤状 の製品であ り、焼成前か ら周縁 を作 り出す ことか ら耳飾 である可能性 が大 きい。

12、13は 柱状 を した耳飾 りで13は 管状 をして いる。

石器はナイ フ形石器 を(第37図2)を 除 いて、 中期か ら後期に属す るもので、1・2号 住居跡 の出土

品 に、打製石斧 ・磨石 ・掻器が多数見 られ る。 また、集石土塙か らは磨石、石皿破片 な ど大型 の石器 の

出土がみ られ、被熱赤変 して いる例が多 い。 さ らに、包含層か らは これ らの石器類 が混在 して数多 く出

土 した。
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2第4次 調 査 地 点

1)住 居 跡

1号 竪穴式住居跡(SI1第51図)調 査区の東側に二分の一ほどを検出した。掘 り込みははっきり

せず床面と思われる硬化面が確認された。住居壁際を巡ると考えれる周溝痕跡が認め られることか ら、

その遺存部分を考慮すると直径約8mを 測る本来円形の竪穴住居跡式住居であったと推定された。柱穴

はいくつか認められた小ピットが相当すると考えられる。炉跡は調査区内では検出できなかった。出土

遺物は土器砕片、石器等が検出された。

2)土 墳

1号 土 墳(SK1第51図)平 面楕円形、長さ3.1、幅1.6mを 測 る。底部は不整形で凹凸が あった。

縄文土器砕片が 出土 して いるが 出土量は少ない。

2号 土 墳(SK2第51図)平 面楕 円形、1.4×1.6mを 測 る。播鉢状に掘 り込 まれ、底部は平坦

になって いる。 ほとん ど遺物 は出土 していない。

3号 土 墳(SK3第51図)平 面 は長方形で、2.1×1,深 さ25cmを 測 る。一部溝 に切 られ るが

底面までは達 していな い。墓墳の可能性が強 いが、 出土遺物 はまった くなかった。

その他 、時期不詳の小ピ ッ トが多数検 出され た。

3)溝

1号 溝(SD1第51図)集 調査区を北東南西方向に走る二条の小溝が検出されている。溝幅は約

40cmで 、両溝はほぼ並行 して走っていることから溝芯で約2.4mの 道路状遺構の側溝である可能性があ

る。出土遺物はなかった。

4)出 土 遺 物

縄文式土器(第52・53図)

出土土器は遺構に伴 う出土状態ではなく、包含層及び遺構覆土中からの検出であった。土器の形式は

縄文時代後期の堀之内式期、称名寺式期の土器が主体を占めるが、いずれも細片で全体を残すものでは

なかった。52図1～10は 沈線内に縄文を残 し器面をよくナデでいる土器である。52図11は ワラビまたは

J字 状の沈線模様を描 く土器である。53図1は 波状口縁を呈する口縁突起のひとつである。他の土器も

薄手で比較的焼きのよいものがみられる。住居跡、土墳など本調査区の遺構の期間を示す土器群である。

石器(第53・54図)

土器 と同様 に包含層、遺構覆土か らの検出が主体 である。1～5は 礫器である。 いず れ も手持ち の良

いように楕 円礫 の一方 を大 き く打ち欠 き刃部 としている。縄文時代早期 の所産 と推定され、第1次 調査

地点では大量 に出土 して いる。

6～9は 打製石斧 と した もので あ り、7、9は 比較 的整 った撲形 をして いる。10、12は 剥片 を使用 し

た掻器で ある。11は 磨石で ある。
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3調 査 のまとめ

3次 ・4次 調査では、上前原遺跡の空間的な広が りとその時代を知る手かがりを得た。3次 調査によ

る出土遺物か ら縄文時代中期勝坂式期の集落と集石群の具体的な営みが明らかになった。荒川流域に面

する江南台地上には同時期の遺跡の確認数はあまりないが、集石を伴う遺跡が上流域から寄居町南大塚

遺跡、同狢沢遺跡、深谷市上本田遺跡、同船山遺跡、熊谷市西原遺跡、同権現坂遺跡などが知られ、当

時の人々の定住 と移動の実態を語るものと想定がなされている。上前原3次 調査地点に運ばれた石材の

総量は2.5ト ンに及ぶ、加熱を受け細片になった石材はたいてい一抱えもあるような河原石であったよ

うで、打斧のような石器素材とは使用目的を異にして運ばれたことがわかる。

また、 この時期、他地域に分布の中心を持つ土器群が含まれていることは他の遺跡でも知 られている

ところであるが、今回の調査では曾利系土器が多く目についた。

4次 調査では台地の奥部に縄文時代後期の住居が営まれたことが明 らかになり、台地縁辺から台地奥

部への集落の拡張または移動があったことを想定させる。

時期は下るが平安時代墓墳の発見は他の遺構が調査区外に広がる可能性があるものの、台地縁辺部の

古代土地利用のあり方を知ることができる。当時の墓地の例は少な く、どのような社会的地位 にあった

のか興味深い。 とくに墨書土器が供えられていたことは、墨書土器の性格の一端を考える契機にもなる。
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第1表 上 前 原 遺 跡 第3・4次 出 土 土 器 観 察 表

第3次 奄住居跡(Sl-D一 第17図

Nb. 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実M
1 深鉢 キザ ミ 外:明 褐色 A.1.K.N B 口縁部 SI1 17

2 深鉢 渦巻、隆帯、貼付 外:褐 色 A,J,N A 口縁部 SIl 10

3 深鉢 渦巻 、隆帯、貼 付 内:茶 褐色 外:黒 褐色 A,1.J A 口縁部 SIl 5
4 深鉢 渦 巻、隆帯、貼付、地 紋LR縄 文 内:黒 色 外:機 色 A.B.C.J.N A 口縁部 SIl 19

5 深鉢 渦巻 、隆帯、複 内:明 黄褐 外:灰 黄褐 A.B,J,N B 口縁部 SI1 22

6 深鉢 隆帯、貼付、地 紋LR縄 文 内:赤 褐色 外:明 褐 色 A.D.1.J。N B 口縁部 SI1 32

7 深鉢 沈線 、上下、キザ ミ 外:赤 褐色 N.LJ A 口縁部 SI1 35

8 深鉢 隆帯 、貼付、キザ ミ、沈 線 外:黒 色 E.1。F B SIl 3

9 深鉢 隆帯 、キザ ミ、沈 線 外:機 N,D B SI1 29

10 鉢 沈線 内:黒 色 外:機 色 A.C.1.J,N B SI1 34

11 深鉢 沈線 内:灰 黄褐 外:黒 褐 A.B,D,J,II B SI1 24

12 沈線 、キザ ミ 内:明 黄褐 外:明 赤褐 B.D B SIl 23

13 沈線 、同心 円文 内:に ぶい黄褐 外:明 黄褐 A.LJ B SIl 28

14 隆線 、地紋LR縄 文 内:褐 色 外:黒 色 A,E.J.N B SIl 1

15 鉢 沈線 内:黒 褐色 外:に ぶい黄褐 A,C。J.K.N B SIl 21

16 深鉢 クシ目、沈 線 外:褐 色 N,E B 20,21,22同 個 体 SIl 15

17 深鉢 クシ目、沈線 外:赤 褐 色 A,N.1.J A 口縁部 SI1 9

18 深鉢 地紋LR縄 文、沈線 内:黒 色 外:明 赤褐 A,C,J.N B SIl 27

19 深鉢 隆帯、沈線、刺突、キザ ミ 内:赤 褐 色 外:赤 褐 A.B.D.1.K,N B SII 25

23 深鉢 クシ目、沈線 内:赤 褐 色 外:茶 褐色 A.B.J A SH 9

24 地紋LR縄 文、沈線 外:赤 褐色 A.C.J.N B SI1 18

第3次1.2号 住 居 跡(Sl1.2)一 第18図

Nα 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実M
1 深鉢 隆帯、キザ ミ、 ワラビ手状文 暗茶褐 A.G.K,N B SIl 2

2 深鉢 クシ目、沈線 外:赤 褐色 A,1,J,N A 口縁部 SIl ⊥
43 体部の …部 地文LR縄 文 内:に ぶい赤褐 外:暗 赤褐色 A.B.E,G.1 B 5_6同 一個 体 SI2

4 深鉢 沈線、以下無文 内:暗 赤褐 外:明 赤褐 A,D.G.1.N,K B 6

5 体部の 一部 内:にぶい赤褐 外:に ぶい赤褐 A,J.E.N A 内側焼土あり SI3 1

6 体部の 部 内:に ぶい赤褐 外:暗 赤褐色 A,B,E.1 B SI2 3

第3次2号 住居 跡(SS-20)一 第19図

晦 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実甑
1 広口鉢 無文、ナデ 明赤褐 A.B.C.J.N B SS20 36

2 口縁深鉢 波状 口縁、沈線、刺突、撚糸文 明赤褐 A.B.D.1,N B SS20 37

3 小鉢 沈線 褐 A.J.N B SS20 14

4 口縁 耳状 の口縁飾 り、沈線 明赤褐 A.1。N.J B SS20 38

5深鉢 LR撚 糸文、頸部、沈線 にぶ い機 A.N B SS20 7

6 深鉢 LR撚 糸文 機 A.B.D.1.N B 焼土有 SS20 40

7 深鉢 LR撚 糸文 明赤褐 A.B.C,N B 焼土有 SS20 41

第3次2号 住居 跡(SS-20)一 第20図

M 1器 種
特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実恥

1 口縁広口鉢 頸部、沈線、渦巻文、キザ ミ にぶい黄褐 A.D,G.1。N B SS20 34

2 口縁深鉢 口縁部、沈線キザ ミ、体部撚糸文 灰褐 A.}.N B SS20 2

3 口縁広口鉢 無文 にぶい赤褐 A.B.N B SS20 1

4 口縁深鉢 口頸部、撚糸文 明赤褐 A.B。D.E.1.N B SS20 33

5 底部深鉢 口頸部、沈線、体部撚糸文 赤褐 A.B.E.N B 内面炭化物付着 SS20 39

6 底部深鉢 明赤褐 A,B,C.G.1.K.N B 4と同 一個体か SS20 8.9

第3次2号 住居 跡(SS-20)一 第21図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実恥
1 口縁深鉢 沈線、キザ ミ 機 A,B。N B SS20 30

2 口縁深鉢 貼付隆帯、沈線 暗赤褐 A.B。N B SS20 29

3 口縁深鉢 連続刺突文 褐 A,B.C.E.N.0 B SS20 27

4 口縁深鉢 沈線 暗赤褐 A.B.1.K.N B SS20 20

5 口縁深鉢 沈線、キザ ミ 赤褐 A.B.E,N B SS20 26

6 口縁深鉢 沈線、渦巻文、撚糸文 赤褐 A.B.J.N B SS20 31

7 口縁深鉢 沈線 渦巻文、撚糸文 赤褐 A、B.J.N B SS20 32

8 口縁深鉢 隆帯渦巻文、撚糸文 にぶい黄褐 A.B.J.K.N B SS20 20

9 口縁深鉢 刺突文 にぶい褐 A.E.H.1.N B SS20 13

10 口縁深鉢 斜縄文、隆帯、キザミ 黒褐 A.B.N B SS20 28

ll 口縁深鉢 隆帯、キザ ミ 明赤褐 A.1.N B SS20 21

12 口縁深鉢 飾 り、沈線 灰黄褐 A.E.G.N B SS20 25

13 口縁深鉢 飾 り、沈線渦巻文 にぶい黄褐 A.B.G.1.N B SS20 23

14 深鉢 LR斜 縄文、沈線 にぶい黄褐 A.E.G.1.K.N B SS20 11

15 深鉢 隆帯、キザ ミ、沈線 赤褐 A,J.N B SS20 15

16 深鉢 波状口縁 にぶい赤褐 A.G.N B SS20 22

17 深鉢 沈線 赤褐 A.B.J.N B SS20 16
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18 沈線、縄文地文 赤褐 A.B.N B SS20i3
19 無文、ナデ 明褐 A.B.N B SS20 18

20 無文、 ナデ 機 A.B.C.」.N B SS20 35

21 撚糸文 機 A.B,N B SS20 4

22 撚糸文 黄褐 A.B.N B SS20 6

23 沈線、渦 巻文 明赤褐 A.E.G.N B SS20 12

24 爪形連続文 褐 A.B.N B SS20 19

25 撚糸文 明赤褐 A.B.E,N B SS20 10

第3次2号 住居跡(Sl2)一 第22図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実恥

1 小型甕 キャ リバー型の甕、隆帯、沈線文 赤褐色 A.B.D.N B 口縁 SI2 16

2 深鉢 沈 線、地 紋LR縄 文 にぶい機 A.E.G.N B 口縁 SI2 15

3 深鉢 隆帯、キザ ミ 灰褐色 A,D,N,0 B 体 部の ・部 SI2 10

4 深鉢 刺突文 内:灰 褐色 外:橋 A.K.N B 体部 焼土あり SI2 5

5 深鉢 沈 線、刺突 明赤褐色 A.1.N B 体部 SI2 7

6 深鉢 沈 線、キザミ 灰褐色 A,E.G,1.N B 体部 SI2 12

7 深鉢 沈線 暗褐色 A.G.N B 体部 SI2 13

8 深鉢 沈線 にぶい褐色 A.B,1.K.N B 体部 SI2 ll

9 深鉢 隆線、沈線 明赤褐色 A.E.K,N B 体部 SI2 2

10 深鉢 隆帯 にぶい赤褐色 A.E.1,N B 体部 SI2 1

11 深鉢 隆線、沈線J字 文 明赤褐色 A.E,N B 体部 SI2 9

12 深鉢 クシ目 明赤褐色 A.D.G.N B 体部 SI2 14

13 深鉢 隆線、地紋LR縄 文 にぶい黄褐色 A,K.N B 体部 SI2 8

14 深鉢 隆起線、地紋LR縄 文 明褐色 A.B.N.D B 体部 SI3 2

15 深鉢 地紋LR縄 文 にぶい黄褐色 A,K.LN B 体部 SI2 6

16 深鉢 隆走 明赤褐色 A。B.1.N B 体部 SP5 1

17 深鉢 隆線、キザミ 褐色 A.B.E.1.N B 体部 SP5-73 3

18 深鉢 沈線 にぶい赤褐色 A.B.C.E。J,N B 体部 SP5-67 2

19 深鉢 先端部刺突 黒褐色 A.B.D.E.N B 体部 SP5-79 4

第3次L3_4号 集 石 土 坑(SS1.3.4)一 第23図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成1 備考 遺構 実晦

1 小型深鉢 地紋LR縄 文 赤褐 A.B。E.N B SS1 2

2 隆線 爪形、キザ ミ にぶい褐色 A.C.N B SSl 1

3 爪形、キザミ にぶい赤褐色 A.D.1.N B SS3 2

4 深鉢 地紋LR縄 文 榿 A.D.1.N A 底部 SS3 1

5 地紋LR縄 文 榿 A.1.N B SS3 5

6 隆線、 ワラビ手状 にぶい黄榿 A.T.1 A SS3 4

7 隆線、キザミ 目 にぶい黄 A.B,J.N B 口縁部 SS4 1

8 沈線 明褐色 A.N B 口縁部 SS4 3

9 集合沈線 暗赤褐 A,D,J,N B SS3 3

10 先端刺突 灰黄 A.H.0。N B 口縁部 SS5 1

11 隆線 沈線、キザ ミ にぶい黄褐 B B 口縁部 SS4 6

12 沈線、キザミ にぶい赤褐 A.B B 口縁部 SS4 7

13 隆線 キザミ 明赤褐 A。B.J B SS4 2

14 沈線 明褐 A.D B 底部 SS4 4

15 隆起線 赤褐 A.N.J B SS4 5

第3次33号 集石土坑(SS-33)一 図23図

器種

深鉢1

特徴

ク シ目文、連弧沈線、 円形刺突

色調

暗茶褐色

胎土

ABC

焼成

A

備考

焼土有り

遺構

SS33

実恥

6

第3次7.9.13.14号 集 石 土 坑(SS7_9」3」4」6)一 第24図

恥 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考1遺 構 実恥
1 深鉢 隆線 地紋LR撚 糸文 明赤褐 A.B.D,J.N B 口縁 SS7 2

2 深鉢 沈線 榿 B.C B SS7 1

3 深鉢 2条沈線、地紋LR縄 文 明赤褐 A.N.1 A SS7 3

4 深鉢 クシ目、沈線 明赤褐 A,D.N.1 A SS7 4

5 深鉢 隆帯、キザ ミ 黒褐 A.D.1 A 口縁 SS9 1

6 深鉢 沈線、刺突 にぶい赤褐 A.1.N B SS9 2

7 深鉢 地紋LR縄 文 明赤褐 A.B.1.N B 底部8,11と 同一個体か SSI3 1

8 暗褐 A.B.1.N B SS13 2

9 沈線、爪形文 赤褐 A.B.E。LN B SS13 6

10 クシ目、沈線 赤褐 A.B.E.G,LN B SS13 7

11 明赤褐 A.B.G.1.N B SS13 4

12 隆線、地紋LR縄 文 にぶい赤褐 A.B.1.N B 口縁 SSI3 8

13 沈線、連続刺突文 にぶい黄褐 A,D.G,N C SSI3 9

14 隆起線、刺突文 にぶい褐 A.E.G,1.N B SSI3 10

15 地紋LR縄 文 にぶい褐 A,B.N.0 B 口縁 SSI3 3

16 隆帯、沈線 撚糸文 にぶい赤褐 A.B.D.N B SS14 1
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17 LR縄 文 褐 A.B.N B SS14 2

18 LR縄 文, 褐灰 A.B.LN B
炉

SS15 5

19 深鉢 隆起線、キザ ミ にぶい褐 A.D.N B 赤彩 SS16 4

20 深鉢 隆起線、キザ ミ、三次線 明褐 んB,E.N B 内に焼土あり SSI6 8

21 深鉢 隆起線、キザ ミ にぶい赤褐 んB.J.N B SSI6 7

22 深鉢 隆起線、三次線、 円形刺突 明赤褐 A.B.N B SSI6 3

23 深鉢 斜縄文 赤褐 A.B,D.N B SS16 2

24 深鉢 にぶい榿 A.B.C,1.N B SSI6 6

第3次16.19.24.26.29.30.号 集 石 土 坑(SS-16」9)一 第25図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実M
1 底部 無文、ナデ 明赤褐 A.B.C.1.N B SSI6 5

2 ミニチュア土器 無文、ナデ 榿
じ

A.B.N B SS16 1

3 口縁深鉢 沈線文 にぶい黄禮 A.B.LN B SSI9 5

4 口縁深鉢 隆起線、キザ ミ 明赤褐 A.B,G.N A SS19 6

5 口縁深鉢 隆起線、キザ ミ 明黄褐 A.B.1.N B SSI9 2

6 口縁深鉢 隆起線 三次線 明赤褐 A.D.1.J.N B SSI9 9

7 口縁深鉢 貼付隆帯、LR斜 縄文 明赤榿 A,B.G.1.N A SS19 1

8 深鉢 貼付隆帯、LR斜 縄文 にぶい赤褐 八B.E.N B SSI9 7

9 深鉢 隆帯、 キザ ミ にぶい赤褐 A,B.1.N B SSI9 3

10 深鉢 隆帯、 キザ ミ 黒褐 A.B.0.D B SS19 11

ll 深鉢 縦位撚糸文 褐 A.B.D.N B SS19 10

12 深鉢 縦位撚糸文 にぶい褐 A.D。1.J.N B SSI9 8

13 深鉢 縦位撚糸文 明褐 A.D.1.N B SS19 8

14 深鉢 隆帯、沈線 にぶい褐 A.C.G.N.0 B SS20 2

15 刺突文 明赤褐 A.B.E.N B SS20 1

16 刺 突、沈線 明褐 んE.1.N B SS20 4

17 撚糸文 明褐 んD。N.0 B SS20 7

18 灰褐 A.D.N.0 B 4と 同一個体 SS20 6

19 隆帯、縄文 明赤褐 A.B.D B SS24 2

20 沈線 褐 A,1,N B SS22 5一
21 無文 明赤褐 A,B,1.K.N B 内:炭 化物あ り SS22 3

22 沈線文、横位撚糸文 明赤褐 A.D.N B SS24 1

23 撚糸文 明黄褐 A.B.N B SS24 3

24 刺突文 にぶい赤褐 八B.N B SS26 2

25 沈線 明赤褐 A.N.0 B SS26 1

26 沈線 にぶい赤褐 A,B.D.N B SS29 3

27 沈線、撚糸文 にぶい赤褐 A.B.D B SS29 2

28 LR撚 糸文 明黄褐 A.D.N B SS29 1

29 LR撚 糸文 明褐 A.B.E.N B SS30 5

30 口縁深鉢 LR斜 縄文 にぶい赤褐 A.B.1.N B SS30 2

31 口縁深鉢 隆帯 暗褐 A.B.N B SS30 3

32 口縁 沈線 明赤褐 A,1.N B SS30 1

33 キザミ にぶい赤褐 へB.N.0 B SS30 4

34 底部広口鉢 無文、ナデ 明赤褐 A.C.D A SS29 4

第3次8号 集石 土坑(SS-8)一 第26図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実M

1 深鉢 沈線文、J字 文構成 榿 A.B.D,N B 焼土あり SS8 3

2 沈線文 にぶい赤褐 A.D.N A SS8 1

3 LR縄 文 明赤褐 A.N A 口縁 SS8 2

第3次33号 集石 土坑(SS-33_35)一 第27図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実M

1 鉢深鉢 沈線、渦巻文、波状文 明赤褐 A.B.」.N B SS33 ll

2 体部深鉢 クシ目文 明赤褐 A.B。E.N B SS33 14

3 体部深鉢 LR撚 糸文、隆帯 明赤褐 んB.D,N B SS33 10

4 体部深鉢 クシ目文、沈線 にぶい黄榿 A.B.C B SS33 13

5 体部深鉢 クシ目文、沈線 にぶい赤褐 A.D.N B SS33 6

6 体部 クシ目文、沈線 禮 A,C.1.J。N B SS33 4

7 体部 隆帯、渦巻状 明赤褐 A,B,D,J.N B SS33 2

8 体部 クシ目文、沈線 明赤褐 A,B.D,N B SS33 7

9 体部 LR斜 縄文、沈線 にぶい黄燈 A,J.N B SS33 8

10 体部 隆帯、LR撚 糸文 赤褐 A.B.H B SS33 1

11 体部 沈線、キザ ミ 明赤褐 A.B.N B SS33 12

12 体部 沈線、刺突 にぶい黄燈 んB.C.N B SS33 3

13 体部 LR斜 縄文、沈線 内磨済 明黄褐 A.B.C.J.N B SS33 5

14 体部 LR斜 縄文、隆帯 明赤褐 A.B.」.N B SS33 9

15 体部 隆帯、無文 ミガキ 明赤褐 へD.1.N A SS35 3

16 体部 LR撚 糸文、渦巻隆帯 黄機 A.D.1 B SS35 5

17 体部 連続三角文沈線 明赤褐 氏1.N A 同一個体 SS35 1
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18 体部 爪形刺突、沈線 明赤褐 A.1.N A 同一個体 SS35 1

19 体部 LR撚 糸文 榿 A.B.1.J.N A SS35 8

20 体部 LR撚 糸文、 隆帯 にぶい黄榿 A.C.D,1 B SS35 6

21 体部 LR撚 糸文 黄褐 A.D.1.N B SS35 2

22 体部 LR斜 縄文 にぶい榿 A.B.D.J.N B SS35 7

第3次36号 集石土坑(SS-36)一 第28図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実M
1 口縁 LR撚 糸文、 沈線、刺 突 にぶい榿 A.D.1 A SS36 1◎

2 口縁 LR斜 縄文、 沈線、刺突文 にぶい黄榿 A.LJ.N B SS36 13

3 口縁 クシ目文 にぶい榿 んD.K B SS36 17

4 口縁 LR縄 文、隆 帯 にぶい赤褐 A.B.C.N B SS36 2

5 口縁 クシ目文、隆 帯 明赤褐 A.B.J.C B SS36 14

6 口縁 LR撚 糸文、渦巻 隆帯 暗赤褐 A.朕N B SS36 18

7 LR撚 糸文、 三条沈線 灰褐 A.D.N B SS36 3

8 クシ目文 赤褐 A.C.1.N B SS36 9

9 クシ目文、沈線 渦巻 にぶい褐 へB.C.J,N B SS36 11

10 LR斜 縄文、沈線 にぶい榿 A.B.C.J B SS36 7

11 LR撚 糸文、沈線 榿 A.B.D.N B SS36 8

12 LR斜 縄文、沈線 にぶい黄榿 A.翫LK A SS36 12

13 浅鉢 無文、双 円刺突 明赤褐 A.LN.」 A SS36 15

14 LR斜 縄文 灰褐 乱D.翼 B SS36 5

15 LR斜 縄文、隆帯 榿 A.1 A SS36 16

16 LR斜 縄文、隆帯 、刺突文 にぶい榿 A.B.D。 」.N B SS36 4

17 深鉢底部 クシ目、沈線 榿 A.B.D.N B SS36 1

18 クシ目、沈線 明赤褐 A.B.N B 焦土あり SS36 6

第3次3&40_4L43_44_45_47集 石 土 坑一第29図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実M
1 羽状、LR斜 縄文、隆線、キザ ミ 黒 A.D,LN B SS38 1

2 口縁 LR斜 縄文、沈線 褐 A.1.D A SS40 7

3 口縁 LR斜 縄文、隆線 褐 A.1。D A SS40 8

4 口縁 沈線 明褐 1.J.C.N B SS40 6

5 隆帯、キザ ミ 黒褐 ん1.N A SS40 2

6 沈線 明赤褐 1.K B SS40 3

7 隆帯、キザ ミ 褐 1.J.蕪 B SS40 1

8 LR斜 縄文 榿 B.1.N A SS40 4

9 隆帯、キザ ミ、沈線 明褐 LJ.C.N B SS40 5

10 口縁 隆帯、連続弧文 明赤褐 B。C.J.N B SS41 6

11 口縁 LR斜 縄文 明赤褐 A.B.D.N B SS41 4

12 口縁 隆帯、 キザ ミ 暗赤褐 B.aN B SS41 3

13 口縁 連続爪形文 暗赤褐 B.C.」.N B SS41 5

14 口縁 ヘ ラナデ、無文 褐 A.N.LD A SS41 2

15 台 無文 明赤褐 A.D.N B SS41 1

16 連続刺突文 明赤褐 A.N,1 B SS44 1

17 口縁 LR斜 縄文、隆帯、隆線 にぶい榿 んB.K.N B SS43 2

18 口縁 LR斜 縄文、沈線 榿 A.R蔑 B SS43 1

19 口縁 沈線 刺突 灰褐 A.E.G.N B SS43 3

2◎ 口縁 隆帯、爪形、キザ ミ 明赤褐 醤 B SS44 2

21 口縁 隆帯、渦巻 にぶい赤褐 んB.E.1。N B 焼土あり SS45 2

22 LR撚 糸文 褐 A.B.1.N B SS45 1

23 口縁 連続爪形文 にぶい褐色 A.B.C.1.N B SD5 9

24 体部の一部 隆線、連続爪形文 内:に ぶい榿 外:灰 褐 んLN B SD5 3

25 体部の一部 沈線 連続爪形文 内:灰 黄褐 外:に ぶい赤褐 A.1 B SD5 4

26 体部の一部 LR縄 文 にぶい褐 A.B.C.G B SD5 6

27 口縁 沈線、無文 褐色 八N.0 B SD5 8

28 体部の一部 隆線、キザ ミ、 クシ目文 内:赤 褐 外:暗 褐 A.H.1.N B SD5 6

29 口縁1/6 LR撚 糸文 内:赤 褐 外:褐 色 A.B.D.N B SD5 7

3◎ 口縁 LR撚 糸文 内:に ぶい黄榿 外:に ぶい褐 A.C.N B SD5 8

31 底部 LR撚 糸文 内:に ぶい黄褐 外:に ぶい榿 んB.C,1.K.N B 内:炭 化物付着 SD5 1

第3次1_2_3_4号 土 墳 一第30図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実M

1 口縁 LR斜 縄文 褐 んE.LN B SKl 1

2 口縁 爪形連続刺突文 にぶい赤褐 んE.1.N B SK1 4

3 口縁 爪形連続刺突文 にぶい赤褐 A.E.1.賛 B SKl 3

4 体部 RL斜 縄文 にぶい褐 A.B.E.H.1.N B SK1 5

5 体部 連続刺突文 にぶい黄褐 A.B.N B SK2 5

6 口縁 LR縄 文、隆線、渦巻文 にぶい榿 A.H.1.N B SK2 1

7 体部 隆線、沈線、連続爪形文 にぶい褐 A.B.N B SK2 4

8 体部 沈線 褐 A.N B SK2 6

9 体部 LR縄 文、沈線 にぶい黄榿 んD.N B SK2 3

一107一



10 深鉢 クシ 目文、 沈線、連弧文、円形刺突文 明黄褐 A.B.E.N B SK2 7

ll 体部 沈 線、渦巻文、連続爪形文 榿 A.B.E.1.K.N B SK3 1

12 体部 沈線 明赤褐 んB.E.J.N B SK3 3

413 体部 クシ目文 、沈線、キザ ミ文、渦巻文 燈 A.B.C.D.潜 B SK3

14 口縁 クシ目文 、沈線 キザ ミ文、渦巻文 明赤褐 A.H.1.N B SK2 2

15 体部 クシ目文、 隆帯、キザミ文 明赤褐 A.B.J.N B SK3 2

16 体部 連続キザミ 明赤褐 んB.E.」.N B SK4 3

17 体部 LR縄 文、 磨消沈線 明赤褐 A.B.C.E.1.J.K B SK3 5

18 底部 ナデ 赤褐 A.B.E.N B SK4 1

第3次6.7号 土 坑(SD6.7)一 第31図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実漁
1 深鉢1/4 無文 、隆線 内:に ぶい赤 色 外:禮 A.B.1.J.N B SD6 1

2 口縁 隆帯、刺突 、連 続爪形文 内:黒 褐 外:褐 A,E.1.N B SD6 5
一

3 口縁 連続爪形文 内:赤 褐 外:褐 A.B.E.1.N B SD6 6

4 体部の一一部 連続爪形文、沈線 内:黄 褐 外:褐 A.賛 B SD7 1

5 体部の 一部 三角区画、 隆帯、クシ 目、連続爪形文 明赤褐 A.B.C.D.H.」.N B SD6 3

6 口縁の一部 沈線、渦巻 隆帯、槍状把手 明赤褐 A.D.K.N B SD6 2

7 体部の一部 沈 線、斜縄 文 内:に ぶい褐 外:赤 褐 A.Il.1.N B SK4bb2と 同一個体 SD6 4

8 体部の一部 隆線、キザ ミ 内:赤 褐 外1褐 A.B.J.N B SD7 2

9 体部の…部 隆線、キザ ミ 内:明 褐 外:赤 褐 A.B.C.E.G.K.1.N B SD7 3

llO 体部の一部 隆線、キザ ミ 内:明 黄褐 外:黄 褐 A,B.C.D.E,J.N B SD7 4

第3次47.46号 土 坑(SD1,SK46注 記)一 第32図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実恥

]L口縁部1/7 連続爪形三角文 内:榿 外:赤 褐 A.B.E,1.J.N B SD6接 合 SDl 1

2 口縁の飾 沈線 連続爪形文 茶褐 A.B.N,D B SDl 9

3 須恵器椀 口径12.6cm、 底 径5.Ocm、 器 高5.4cm にぶい黄褐 A.B。1.L.N C SK46 2

4 須恵器椀 口径13.9c瓢 、 底 径5.4c駄 器 高5.2c醗 明黄褐 A.B。D.1.」 。L C 灯明皿、灯芯ロア リ SK46 1

5 須恵器椀 口径13.5cm、 底 径5.2cm、 器 高5.Ocm 明赤褐 A.B.N B 墨書 「而」 SK46 3

6 須恵器椀 口径12,9cm、 底 径5。3cm、 器 高5.2cm 黄褐 A.B.N B SK46 4

7 口縁 連続爪形沈線文、隆帯 赤褐 A.B.E.1.J.N B SD6.15 11
サ

第3次 包含層一括 一第33～35図

甑 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実恥

1 体部 キ ャタピ ラ状刺突文、隆線 暗褐色 A.B.N.0 B 一括 37

2 口縁 連続刺突文 燈 A.B.LN B 一括 9

3 口縁 沈線、キザ ミ文 明赤褐色 A.B,穀 B 一括 12

4 体部 方形連続刺突文 明赤褐色 A.1.N B 一括 63

5 口縁 連続爪形文 明赤褐色 A.D.N.1 B 一括 20

6 体部 隆帯、クシ 目文 明赤褐色 A.B.D.N B 一括 45

7 体部 渦巻状連続爪形文 燈 B。C.N B 一括
4◎

8 体部 連続爪形文 榿 B,N B 一括 41

9 体部 連続爪形文 明赤褐色 A.E.1。N B 一括 49

10 体部 連続爪形文、連続三角刺突文 檀 A.C.D.1。J B 一括 54

H 口縁 連続刺突文、隆帯 にぶい赤褐色 A.B.C.J B 一括 16

12 口縁 沈線文 燈 A.B.C.1.N B 一括 11

13 口縁の飾り部分 LR撚 糸文、渦巻文、隆線、キザ ミ 榿 A.B.D.1.J B 一括 7

14 深鉢(底 部) 押圧隆帯、 クシ目文 燈 A.B.C.J,N B 一括 33

15 体部 LR縄 文、隆帯、キザ ミ文 にぶい赤褐色 A.B.E..LR B 一括 57

16 口縁 連続弧状刺突文、LR縄 文 にぶい赤褐色 A,1.N A 一括 6

17 体部 隆帯、 クシ目文 明赤褐色 A.B.D.N B 一括 48

18 体部 連続爪形刺突三角文 にぶい赤褐色 A.B。1.N B 一括 44

19 体部 渦巻隆帯、キザ ミ文 にぶい榿 A.N B 一括 56

20 胴部 渦巻隆帯、キザ ミ文 明赤褐色 A.D.1 A 一括 59

21 底部 隆帯、キザ ミ文 明赤褐色 A.B.D A 一括 32

22 口縁 隆線 キザ ミ文、 クシ目文 機 B。D.1 B 一括
韮5

23 体部 の一部 沈線文 にぶい褐 B.C.N B 内側焼土有 一括 52

24 鉢 クシ目、 円環 赤褐 A.B.1.N B 一括 75

25 体 部の 一部 隆帯、キザ ミ文 内:に ぶい榿 外:に ぶい赤褐 A.B.E.N B 一括 55

26 口縁1/4 沈線、渦巻文 内:明 褐 外:赤 褐 A.B.D.E,1.」.N B 一括 73

27 口縁 の飾 り 隆帯、沈線 暗褐 A.D A 一括 5

28 体部の…部 沈線、刺突、 クシ目 にぶい黄榿 A.1.N B 一… 括 64

29 口縁の…部 沈線、無文 明黄褐 A.D.1.J.N B …括 24

30 口縁の 一部 隆起線、沈線 明赤褐 A.N.1 A 一括 21

31 体部の一部 隆線、渦巻文 明黄褐 A.1.J.C A
一・括 53

32 口縁の…部 LR縄 文、沈線 にぶい黄燈 A.D.1.J B 一括 26

33 口縁の 部 隆線 赤褐 A.B.J B 一・括 1豊

34 口縁の 部 隆帯、渦巻文、LR縄 文 にぶい黄榿 A.B.C.D.K.N B 一括 74

35 口縁の 一部 隆帯、渦巻文、LR縄 文 赤褐 A.B.D.1.N B 一括 1

36 口縁の …部 隆帯、渦文、LR縄 文 明赤褐 A。B.C.J B 一括 22
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37 口縁 の一部 隆帯、渦文、LR縄 文 明赤褐 ん0.N B 一括 14

38 口縁 の一 部 隆帯、渦文、LR縄 文 黒褐 A,B,J B 一括 17

39 口縁 の一 部 沈線文 浅黄機 八D.N.1.0 B 一一括 4

40 口縁 の一部 沈線 刺突文 赤褐 C.A.1 A 一括 8

41 口縁 の一部 隆帯、LR縄 文 にぶい赤褐 A.C.1.N B 一括 66

42 体部 の一部 隆帯、沈線 内LR縄 文 にぶい黄榿 A.B.C.L∫.N B 一括 2

43 体部 の一部 沈線、LR縄 文 榿 んB.J.N B 一括 42

44 口縁 の一部 クシ目文 暗赤褐 八B.C.1.」.飛 B 一括 27

45 体部 の一部 縫 帯渦文、LR縄 文 にぶい榿 んB.K.賛 B 一括 70

46 体部 の一部 クシ目文 榿 んD.1.N B 一括 67

47 口縁の一部 沈線文 にぶい赤褐 ん 亙1 A 一括 19

48 体部の一部 ク シ目文、沈線文 にぶい赤褐 んB.J.N B 一括 43

49 体部の一部 LR縄 文、沈線文 明赤褐 八B.D.J.N B 一括 50

50 体部の一部 LR撚 糸文、沈線、刺突文 榿 八B.1.N B 一括 71

51 口縁の 一部 LR縄 文、押 引沈線 浅黄榿 A.D.1 B 一括 3
52 体部の 一部 LR撚 糸文、隆線 にぶい榿 んB.E.1.N B 一括 36

53 口縁の 一部 押引沈線LR撚 糸文 にぶい黄褐 A.B.J A 一括 25

54 口縁の一部 沈線、刺突文、縄文 にぶい褐 八B.C.J B 一括 13

55 体部の一部 隆線LR付 加縄文 にぶい黄褐色 んB.J.N B 一括 51

56 体部 LR縄 文、隆線 榿 乱C B 一括 62

57 体部 クシ 目文 榿 氏B.C.蛋 B 焼土あり 一括 39

58 体部 LR縄 文、沈線 榿 氏 涯1 B 晦65と 接 合 一括 68
59 体部 沈線、刺突、LR縄 文 にぶい黄燈 んB。C.1.J.N B 一括 61
60 体部 隆線、撚糸文 にぶい褐色 ん1叉N B 一括 72

61 体部 LR付 加縄文、沈線 にぶい黄燈 んB.1.N B 一括 38

62 体部 LR縄 文、沈線 にぶい機 んB.K.N B 一括 69

63 体部 LR縄 文、沈線 にぶい機 A B …括 46

64 口縁 沈線 灰褐色 A.B.C.N B 一括 23

65 体部 LR撚 糸文、沈線 にぶい赤褐色 A.B.E.1.N B 一括 58

66 底部 LR撚 糸文 榿 八D.1.N B 一括 34
67 底部 LR撚 糸文、沈線 榿 A.B,J B …括 35

68 底部 ナデ 明赤褐 んD.1.J B 一一括 30

69 底部 ナデ にぶい燈 んB.C.1.㌶ B 一括 31

70 底部 ナデ にぶい黄榿 乱B.C.∫ B 一括 29

71 底部 ナデ、内底面炭化物付着 赤褐色 A.D.1.J A …括 28

72 口縁 ナデ 黒褐色 八D.LN B 赤彩あり 一括 76
73 口縁 ナデ 赤褐色 D.1.K A 赤彩あり両面 一括 77

第3次 土製 品一第36図

腫). 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 遺構 実M
1 土製円盤 沈線、全 周研 磨 内:に ぶい黄燈 外:に ぶい黄褐 A.B,D.N B SIl 3

2 土製円盤 LR縄 文、全 周研磨 内:赤 褐 外:黒 褐 B 一括 9

3 土製円盤 LR縄 文、部 分研磨 内:に ぶい赤褐 外:赤 褐 B SIl 6

4 土製円盤 クシ目、部分研磨 内:黒 褐 外:暗 オ リーブ褐 A.B.D B SS20 4

5 土製円盤 撚糸文、全周研磨 内:黒 褐 外:褐 A.E.1.N B SI1 1

6 土製円盤 撚糸文、全周研磨 内:褐 外:褐 B SS2◎ 8

7 土製円盤 無文、全周研磨 内:明 赤褐 外:明 赤褐 A.B.K.N B SS20 12

8 土製円盤 無文、部分研磨 内:暗 灰黄 外:褐 A.C.E.」.N B SIl 2

9 土製円盤 無文、部分研磨 内:明 赤褐 外:榿 A.B。D.1.N B SS20 5

10 土製円盤 無文、全周研磨 内:明 褐 外:明 褐 A.B.C.1.N B SS20 13

11 土製円盤 無文、部分研磨 内:黒 褐 外:明 褐 B SI1 7

12 耳飾 り 無文、ナデ、土製 外:赤 褐 A.1.N B SS20 10

13 耳飾 り 無文、ナデ、土製 外:灰 黄褐 A.B.C.E.N B SS20 11

凡例 胎土A一 白色粒 子B一 黒色粒 子C-一 赤色 粒 子D一 褐 色粒子E一 赤褐色 粒 子F一 白色針 状物質G一 長石

H一 石英1一 白雲母 」一黒雲母K一 角閃石L一 片岩M一 砂 岩N一 小礫O一 金雲母P一 不明

凡例 焼成A一 良好(硬 く焼 きしまり、胎土の こぼ れや、風化 がみ られ ないもの)

B一普通(焼 きしまってはいるが、風化 が進み胎 土おちのす るもの)

C一不良(焼 きが甘 く、胎土落ちが顕著 で、風化 の進 んでいるもの)
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第4次 住居跡一第52図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 実M
1 深鉢 口縁 の…部 無文、沈線、LR縄 文 にぶい黄榿 A.C.J A SK1縄 文土器 3

2 深鉢胴部 沈線、LR縄 文 機 A.D,N A SKL3 13

3 深鉢胴部 沈線、LR縄 文 榿 A.D。N A SK1,14 15

4 深鉢 口縁の 一部 無文 にぶい黄禮 B.C.D.H.N A SKI.13 9

5 深鉢 口縁の一部 無文帯、沈線 燈 A。B.D.N A SK1.15 11

6 深鉢胴部 無文帯、沈線 黄榿 A.C.N.1 A SK1.4 6

7 深鉢胴部 無文帯、沈線 にぶい褐 A.D.N.猛J B SK1.8 19

8 深鉢胴部 無文帯、沈線 赤褐 A.J.N B SK1.2 2

9 深鉢胴部 無文帯、沈線 明黄褐 C.N。J B SK1.7 8

10 深鉢胴部 無文帯、沈線 榿 B.D.蕪.」 B SK1.4 16

藍圭深鉢胴部 無文帯、沈線 にぶい黄褐色 A.J.醤 B SKI.2 1

12 深鉢胴部 無文帯、沈線 機 八B,H B SK1.8 10

13 深鉢胴部 無文帯、沈線 黄褐 A.B.1.J A SK1.9 14

14 深鉢胴部 沈線、円形刺突 明黄褐 A.B.N,J B SK1 4

董5深鉢胴部 LR縄 文、クシ 目文 明赤燈 N.C B SKI.2 21

16 深鉢胴部 LR縄 文 明黄褐 A.N B SKl 5

17 深鉢胴部 LR縄 文 にぶい黄榿 A.B.D.J B SK1.4 7

18 深鉢胴部 クシ 目文 黄褐 A.D.N.1.J.K B SK1.5 12

19 深鉢胴部 沈線 褐灰 C,D.1.J A SKlj4 20

20 深鉢胴部 円形刺突文 榿 A.D A SK3 2

21 深鉢胴部 LR撚 糸文 灰黄褐 A.C.D.凡J A SK1.10 18

22 深鉢胴部 無文帯、沈線 禮 A.C.D.1.J B SK3 1

23 深鉢胴部 無文帯、沈線 にぶい黄 A.E.H B SK3 3

24 深鉢胴部 無文帯、沈線 にぶい榿 A。B.N B SK5 2

25 深鉢胴部 沈線、縄文 にぶい褐 A.B.D,N B SK4 1

26 深鉢胴部 無文 明黄褐 A.J.N B SK5 1

27 深鉢胴部 無文 にぶい黄禮 B.N B SK7 1

28 深鉢胴部 無文帯、沈線 にぶい黄 A.N B SK7 2

29 深鉢胴部 LR縄 文 にぶい黄榿 D.1 B SKI2 2

30 深鉢胴部 LR縄 文 にぶい榿 D.蛋 B SKI2 1

31 深鉢胴部 沈線間、LR縄 文 にぶい黄燈 んB。C.J.N A SK6 1

32 深鉢胴部 LR縄 文 にぶい黄榿 凡D.」 A SK6 2

33 深鉢胴部 LR縄 文 榿 C.!粍1.」 B SK12 3

第4次 土壌一括一第53図

M 器種 特徴 色調 胎土 焼成 備考 実M

1 深鉢把手 沈線、刺突 にぶい榿 んB.J.N B 縄文 12

2 深鉢胴部 沈 線 一 明赤褐 N,1.J A 1
一

3 深鉢 一部 沈線、 円形刺突 にぶい黄機 A。B,J B 15

4 深鉢 口縁 口縁 の一部 沈線間、縄文 にぶい褐色 A.N B 26

5 深鉢胴部 沈線 間、縄文 にぶい黄機 B.D,J B 2

6 深鉢胴部 沈線 間、縄文 明赤褐 C.1.J A 8

7 深鉢胴部 沈線 にぶい黄榿 N.C A 10

8 深鉢胴部 無文 にぶい黄褐 N.D A 9

9 深鉢胴部 沈線、刺突 にぶい榿 A.賛 B 6

10 深鉢破片 沈線、刺突 内:榿 外:に ぶ い榿 A.B.1.K B 14

11 深鉢胴部 沈線、刺突 にぶい黄榿 醤 B 4

12 深鉢一部 沈線 、刺突 黄褐 B B 3

13 深鉢胴部 沈線 、刺突 横 N.D.J B 16

14 深鉢 沈線 、刺突 にぶい黄檀 んB.C,1,J A 5

15 深鉢 口縁 の一部 無文帯 にぶい黄榿 A,J,N B 23

16 深鉢 口縁 の一部 無文帯 禮 A.B,N.J.0 A 17

17 深鉢胴部 口縁の 一部 無文帯、 クシ目 褐 N.H A 22

18 深鉢 LR縄 文 明黄褐 A.B.N.」 B 7

19 深鉢 隆線、キザ ミ 暗褐 んB.N B 19

20 深鉢 LR縄 文 明赤褐 N,J A 18

21 クシ 目 明赤褐 A。C.饗.LJ A 11

22 底部の一部 ナデ 榿 氏B.N.1 A 21

23 底部の一部 ナデ にぶい榿 ん ∫.N B 20

24 底部の一部 無文 浅黄機 B.N B 中世の土師質皿 13

25 口縁の 一部 にぶい榿 A.B.N B 古墳時代土師器圷 24

26 底部 無文 にぶい橋 A.N B 25

一110一



㏄コ

邸

i

>

O
.コ

ゆ

一
。。

N

O
.

QO

N

oう
一

喪
蜜
綜
㎏

}

μ
憩

等ゐ

N
の
の

ゆ

=
ー
O
N
の
の

O

慮

薫
樋

鋸5

邸

ー

◎う

O
.

O
N
◎○

蕊
ぜ

O
.

卜

○゚

¢
【

拠
嘩
区
綜
㎏

陣
憩

こ
ー
O
N
の
の

寸

7
0

諺
の

i

ρq
N

.
O

う゚
.

ゆ

O
.

寸

[

魍
◎う

O
.

°。
φう
糊

O
.

糊

O
.

㊤

◎○

.
①

拠
海
十

織
㎏
麟
薫

鍵

70

努
の
σう

≧
I
O

羽
の

<

1
う゚
.

寸

i

9

1
一

O
.

O
oO

σう
.

糊

う゚

鴎

(
O

卜)

湘
螺
鼠
禽

織
障
課
黒

朗
l
O
N
°っ
の

N

寸
-
O
N
の
の

<

O
.

鴎

σう
.

嬌

1
φう

庄
σう

O

O
◎。
一

◎。

"

O
.

鴎

(
N
.

O
糊
)

4

ー
レ

ホ

織
陣
麟
鴬

O
器
の

一

爲
l

O
N
の
の

摯
e

申

瞳
艇
血

鴇
R

琢
仔

鍛
欄

撞
鰹

鴇
R

萎
凄

(
bの
)

嘱

糊

(霞

Q
)

殴
叙
曜

(
霞
Q
)

理
叙
曜

(8

)曜叙畷

蓉
陣

騨
艶

留引

翌

曲
麹
遷
区

申
胸
廷
蝋

理鞭埋

図
O寸
駅
-
諮
暎
隼

贈

N
暴

◎゚
駅

<

1
一

.
野

N
.

°う

卜

ー

N

O

O
⑩

O
.

N

【
.

野

(
C

ゆ)

喪
蝿
甑
愈

織
陣
繍
黒

O

朗
の

雲

護
lO

努
の

q識
く
O

.
寸

卜
.

寸

ゆ
.

N

一

巳
N

O
.

塗

マ

一

卜

可

卜

⑦

迦
経
十

織
μ
麟
黒

鐸
ー
O
°"
レっ
の

=

コ
ーO

N
の
の

<

i
⑪

.
◎う

卜
.

寸

卜

ー

一

O

ぜ
O糊

論
.

糊

糊

ゆ

(
O

.
°。)

迦
士
助
騨
羅

樵
陣
繍
黒

薦

マO

窮
の

9

0

7
0

窮
の

ー

寸
.

寸

1
〇
四

ー

σう

卜
.

霧

ゆ

一

O
.

鴎

(
N

.
O
糊
)

障
聖

織
障
麟
犀

。う
ー
O
N
の
っ゚

①

¢
ー
O

努
の

◎○
.

N

O
.

寸

○゚
.

N

〇
一

庄
N

O
.

8

寸

一

O
.

寸

(
O
.

雲
)

迦
怒
申

織
陣
繍
鴬

①
0

70

鍵
の

◎○

雲
-

O
N
の
っ゚

二

扁

憲

§
」

饗

瑠
u}

羅

<

卜
.

卜

糊
.

¢

⑪
.

°う

【

庄
σう

『
ゆ
專

寸

曽

O

ド

◎○

㎡
一

×
ミ
H

昏
八

ミ
長

織
障
繍
諏

O
N
の
の

卜

①
IO

朗
の

<

N
.

寸

一
.

噂

ゆ

N

刷

魍
σう

『
露

寸

一

◎○

ぜ

鴫

◎δ

喪
蝿

織
陣
繍
鴬

O
N
の
の

㊤

う゚
N
I

O

羽
の

<

『
ゆ

寸
.

寸

ゆ

寸

一

庄
N

O
.

;
刷

㊤

一

N
.

鴎

o。

6

K
ミ
H

昏
八

ミ
長

紋
陣
隷
燦

震
I
O
N
の
の

燈

卜
-
O
N
の
の

O

槍
」

駆
R
ゆ
%
起

鴬
樋

Q識
ぐ

O
.

°う

卜
.

°う

糊
.

°う

N

巳
N

一
.

N
°う
一

[

N

゜○

.

°う

(
O
.

9)

喪
よ
蝿
瞠

織
陣
繍
鴬

①

雫
O
鋸
の

寸

O゚
l

O
N
の
の

O

槍
」

躯
R
ゆ
%
思

鴬
遜

<

1
ゆ

.
鴎

O

.

N

卜

i
N

O
.

お
寸

寸
.

寸

糟
ゆ

(
N
.

O
糊
)

×
Aへ
H
h
八

ミ
長

織
牌
繍
燦

薦
倒
ゐ
羽
の
ひり

N
I

O
°q
の
っ゚

O

槍
の

廻
R
ゆ
%
慧

鴬
樋

<

っ゚
.

寸

N
.

◎う

ゆ
.

σう

一

旺
淵

O
.

°q
鴎

一

一

φっ
.

寸

。う

.

。○

迦
命

織
陣
㍊
鴬

O
N
の
の

N

や
O

窮
の

O

癒
の

駆
R
ゆ
%
起

鴬
縫

Qゑ
く
可

.
冒

寸
.

寸

Q。
.

N

一

旺
N

め
.

鴫

=

O
.N

O
.

寸

。゚

6

喪
命

織
陣
麟
鴬

Oマ

O
霧
の

一

ひう
l

O

朗
の

廻
e
申

旧
艇
血

鴇
R

採
任

鴇
欄

麺鰹

鴇
R

萎鹸

(
bゆ
)

醐

糊

(霞

Q)
殴釈

畷

(
8)聾蕉眼

(
5)蝋叙畷

尊
陣

騨
誰

碧判

認

即
蜘
餐
区

即
曲
憲
鰍

聾鞭
埋

図
O°。

駅-

捻與

隼蹴

N

誌
う゚

駅

<
◎う

.
ゆ

㊤
.

可

ゆ
.

N

例

庄
◎う

。○
.

剛
○゚

Q。
.

一

O
.

寸

◎○
.

◎○

拠
喫

織
陣
麟
薫

黛
の

◎○

【
ー

鋼
の

Qq

ー

O
.

寸

ー

9

ー

◎う

N

ぜ
コ

(
N

.
薗
)

⑪
,

鴎

(
°う

.

9
)

(
。)

典
曝
鶴
禽

織
陣
繍
鴬

舘
の

卜

噌
日
の

O

槍
繍
羅

O

寸

㊤

6

O
.

◎う

卜
.

"

孟

ー

レ

志

臨
鞭

さー

=
の

⑩

ヤ
=
の

<

1

1

1

(N
＼糊)

ρ

1

ρ

1

頃

う゚

ぴう
一

9

(
嶋

.
卜)

(
°。

.
O
)

(
鴫

.

=
)

艇
ヨ
粥電

騨
曄
陣題

銀

陣
憩

◎〇
一
-

=
の

ゆ

◎う
ー

=
の

卜

陣
包

1

1

1

α3

1

9

1

頃

鴫
.

寸

霧

N
.寸

ゆ
.

卜

卜
.

⑦

迦嘩

霊
綜
陣

障
憩

卜
。◎
;

=
し。

野

O

∴
閣
の

(

馨
O糊)
邸

ρ

ー

頃

一

〇〇

穿

O
φ

O

卜

寸
.

=

迦
ヨ
幅電

麟
曄
樽譲

賦

陣
憩

等ー

=
しっ

σう

ゆ
⊥
房

O

槍
初
遜

邸

邸

i

Oう

N
.

°O
O
φう

σう
.

N

う゚

¢

。゚
.

雲

拠命

藁
羅

陣
樋

塵
釦刷

N

O
I

=
の

慎暉

O
槍
簾
鰹

(蓉

9)
邸

卜
.

尋

卜
.

糊

鴫
.

N

卜
.

◎○

典
螺

陣
樋

塵
釦
刷

糊

O゚
l

=
の

摯
e
申

魑
艇
佃

鴇
R

球
任

鴇
幽

裡鰹

鴇
R

萎醸

(
bβ
)細細

(8

)殴叙晦

(
已Q
)

聾
釈
畷

(
8)略叙畷

奪
陣

騨
誰

碧刊

記

贈
蜘
饗
区

即
麹
駆
鰍

聾

i

鞭
埋

図
。゚
°。

駅-

虚

鯉鯉

蹴
N
.

F

餐
う゚

駅

O
.

お

(
°。

.
一
)

(
卜

.
寸
)

(
O

.
O
)

拠
喫

織㎏

繍
鴬

O
σう
ー

二
の

O
糊

コ
ー

=
の

ρq

i
可

.
卜

ゆ
.

ゆ

(
駆
銀
簾)

一

1

1
㊤

.
N
◎。
N

卜
.

°う

野
.

卜

O
.

③

拠
喫

粥
準

=
の

⑦

9
ー

二
の

Qq
O

尋

◎○

.
◎。

寸
.

⇔う

一

R
魍
薗

馴
。

欝

寸
.

N

◎。

oう

◎○

ぜ

拠
螺

織㎏

麟
鴬

=
Qっ

◎○

=
∴
笏

QQ

ー

◎○
.

O

QO
.

鴎

四

1

i
㊤
。

剛

等

◎う

.
○う

◎○
.

O

O
.

雲

喪蝿

餌
廻

士
属

=
°っ

卜

φう

〒

=
の

<
(O

.
O
)

QO
.寸

鴎
.

糊

(
懸ざ

N
＼

轟
R)
寸

R
魍
σう

一
.

卜

=

N

.

N

(
O

.
O
)

(
寸

.
O
)

迦命

藁
岳

織陣

繍
燦

①

⊥
{
の

⑩

N
ー

=
の

QQ

『ゆ

O
.寸

O
.

寸

糊

R
醒
◎う

『
霧

◎○
.

一

⑦

ぜ

嶋
.

°○

迦嘩

窓
綜
陣

紋㎏

繍
龍

=
の

鴎

N
[
1

=
の

O

&
°う
一

糊
.

N

鴎

ぜ

(
嶋
、

9
)

K
ミ
H

卜
八
ム

唇

敏㎏

繍
鴬

=

⊥
}
の

マ

一
⊥

冨

寸

ぜ
◎。
一

QO
.

凶

N
.

鴎

寸
.

=

〆
ミ
H

卜
八

ミ曇

織
㎏
繍
鴬

雲
ー

=
°っ

φう

寸
⊥
閉

O
槍
膿
興
趣

翻
聡
鴇
幽

σう
.凶

り
。

一

曜
染
駅

糊
.

°織

◎○
.

一

㊤
.

◎っ

㎏
理
曄

諮μ

副
ト
ヤ
恭

ε

70
N
の
の

N

O
N
l

O
N
の
の

ー

⑩
.

一

糊
.

一

馨
O

尽

宿
日

O
.

一

寸
.

O

糊
.

【

(
°。

.
一
)

陣
轡
曄

懸
陣

照1

一

N
寸

無

!

翌
e

申

瞳
艇
佃

鴇
R

孫
仔

鴇
網

檸
罎

鍛
R

萎
遵

(
bβ
)麟糊

(8

)殴叙曜

(
日Q
)

理
叙
曜

(
8)略叙畷

韓陣

騨暁

碧ゼ

詔

中
細
整
区

中
細
麗
蝋

聾鞭
埋

111

 

図
ト
う゚
駅
ー
講
哩
州
▼礒

轡
暴

っ゚
駅

榔

離

躍

鵠

障

刊

丑

餐

寸

◎゚
駅
詮

噸

医

橿

↓

榔

N
駅



<

O
.

鴫

一
.

マ

f
◎○

E
σう

卜
.

◎う

舘

N

.
N

『
ゆ

(
N

.
°。
)

喪
怒
申

織
陣
繍
薫

塵
佃
刷

O
T
專

ゆ
N

QQ

①
.

鴎

卜
.

φう

O
.

◎う

一

庄
糊

㊤
.

°○

雲

馴
.

N

卜
.

鴎

N

.

O

喪
鰹
十

織
陣
繍
罵

塵
舶
刷

O

ゐ
寸

≧

<

り
.

寸

O
.

◎う

O

.

N

一

庄
σう

N
.

O
ゆ

N
.

一

卜
.

寸

O
.

卜

典
超
十

紋
陣
覇
需

塵
舶
皐

◎O
l

專

蕊

<

O
.

鴎

ゆ
.

可

O
.

N

一

巳
oう

◎◎
.

寸
◎○

卜
.

糊

◎○
.

寸

◎○
.

O

拠
怒
申

織
㎏
繍
龍

塵舶

刷

卜
-

專

〇
一

<

。う
.

鴎

◎○
.

寸

ゆ
.

σっ

一

庄
のう

一
.

β

鴇
.

一

『
ゆ

ゆ
.

O

拠
螺

織
㎏
繍
鴬

塵
釦刷

O
ー

專

箋

ρ籍
く
卜

.
噂

゜ ○

.
°う

(
ゆ

.
φう
)

N

庄
φう

◎○
.

寸
◎○

◎○
.

一

ゆ

ぜ

卜
.

◎○

典螺

瓢
壇

織
陣
繍
鴬

塵
釦
面

鴎
-

專

◎○
倒

<

糊
.

鴎

O
.

鴎

(
N

.
°う
)

N

建
N

㊤
.

①

9

σう
.

N

N
.

鴎

(
⑦

.

=
)

拠
命

紋
陣
繍
龍

塵
釦刷

寸
-

專

爲

<

O
.

°。

卜
.

σう

σう

.
φう

一

E
N

O
.

窓

○゚
.

糊

O
.

寸

◎。
.

9

艇螺

無
廻

紋
㎏
繍
罵

塵
釦
刷

◎う

ゐ
マ

O
◎っ

<

O
.

寸

①
.

⇔う

゜う

.
°う

一

臣
○う

ゆ
.

O
O

㊤
.

一

寸
.

寸

め
.

⑦

迦
鰹
皆

織
㎏
繍
燦

塵舶

劔

叩
專

【
°う

榊
騒
撃蹟

葦細

自
①

.
◎。
◎。
寸

㊤
.

σっ

◎○
.

⑦

マ
.

°う
一

拠
螺

士
嗣

塵
釦
刷

一

ゐ
マ

N
一

量
e
申

檀
錠
佃

鴇
R

螺
岳

鴇
幽

継罎

鴇
R

¥
染

(
bD
)咽細

(田

Q)
殴
叙
畷

(
臼Q
)

理
叙
曜

(
霞
Q

)

蝋
蕉嗜

奪
陣

騨
諮

碧刊

田

中
細
騒
区

即
曲
翼
鰍

理鞭
翠

図
①寸

～

專
駅
-聴

ー

喚

魏

釦

誌
う゚

駅

ρ

O

…

目

O
.

8

ε
例

(
一

.

コ
)

(
寸

.

爲
)

(
O

.
°。
N
)

喪
命
藁
岳

陣
鯉

卜
⊥
湧

卜

7
一
湊

ひ
灸
暇趣

U

陣最

コ

壷薫

翠

ρ

邸

ー

目

O
.

8
臨
QO

ゆ
.

①

N
.

◎。
一

(
O

.

霧)

蕪
士
財
騨
曝

㎏
題

9
⊥
旨

O

N
∴
話

<

ゆ
.

O
寸

(
°う

.
倒
)

(
°う

.
ゆ
)

(
。。

.
O)

典
命
騨
岳

士
晟

爲
ゐ
自

鴎

一

ゐ
O
の

一
.

O
糊

糊

"゚
.

專

(
°。

.
"
)

(
【

,
¢
)

(
卜

.
°う)

拠
命
藁
岳

織
陣
繍
髄

O
φっ

ゐ

自

博

創
ゐ
自

,

⑪

一

O
.

σう
⑩

◎○
.

N

卜
.

°う

(
N
.

鴎)

.

拠

螺

織
陣
麟
憩

お
ゐ
自

φり

φう

ゐ
O
の

<

O
.

°。

O
.

σう

(卜

.O
)

9

巳
◎う

寸
.

°O
N

(
①

.
O)

⑦
.

oう

(
卜

.
O)

典
蝿
瓢
命

紋
㎏
繍
鴬

ひう

湊

N

7
°う

湧

髄
店

σう

一

○゚
.

寸
○゚

◎○
.

刷

◎う
.

O

(
一

.
O)

粟
士
電
騨
羅

織
陣
繍
髄

渥の

一

一
∴

蕊

量
e
即

魑
艇
佃

鴇
R

礁
仔

鴇
幽

仕鰹

鴇
R

萎濃

(
bD
)

酬

糊

(田

Q)
殴網

嗜

(
8)理叙畷

(8

)略叙嗜

韓
陣

騨
鵬

朝
制
詔

ゆ細

婆
圏

贈
蜘超

鰍

聾鞭
翠

図

等蕪

-握

刊

蹴
卜

.
⑩

暴
。゚

駅

超
重

嚥
翠

(
3
憩

V

蓉
う゚)
訟

邸

ー

〉

O
.

8
0
°う

⑪
.卜

(
卜

.

萬
)

(
マ

.
°う
N)

喪
士
咀
騨
繋

白
㎞丁

緯
目

等
の
の

一

コ

《
謎
の

翌
e
即

魑
艇
皿

鴇
R

採
仔

鍛
幽

髄鰹

鴇
R

辱凄

(
bD
)咽糊

(臼

Q)
殴叙

畷

(
8)理叙畷

(薦

O)
畷
叙礎

牌
檸

騨
臨

調
紹
記

中
飽
婆
区

ゆ
細
翼鰍

聾鞭
埋

図
。゚
寸蕪

-督

刊

障

蝶

魔
N
寸

基
。゚

駅

【

ひ

O
.

薦
N

O
.寸

嶋
.

卜

O
.

◎○

典
怒
十

±
嗣

O

謎
の

嶋

う゚

7
0

菖
の

翼
暉
襲
趣

<

『
ゆ

O
.

寸

(¢

ゴ

N

巳
N

『
ゆ
O開

⑪
.

囚

◎
,

論

(
。う

.

9
)

ム

ー
レ

雷

織
陣
灘
諏

霧
の
の

野

=
-

O
σう
の
の

翠
穏

嚥
鰹

(馨

9)
邸

㊤

1

目

O
.

㊤

霧

O
.

°う

ゆ
.

鴫

寸
.

雲

典
禽
簗
任

鵬
謎
萎
遡

O
N
の
の

σう

〇一

よ

羽
の

慰
穏

O
囎
齪
属
薫
翠

(蓉

鵬)

ρ

σさ

i

>

O
.

O
°う
σう
一

○゚
.寸

N
.

9

(
一

.
O
N)

典
士
勲
騨
羅

自
陣
・

陣
日

。゚
。う
の
の

N

N

7
°○
°う
っ゚

の

超穏

O
槍
薫
翠

(馨

9)
邸

ρ

…

目

『
め
◎0
9

O
.

°う

C
.

σう
【

N
.

≧

迦
嘩
9
綜
㎏

陣
憩

9
の
の

一

ヤ
9
の
の

量
e
即

魑
誕
佃

鴇
R

螺
任

鴇
幽

縫鰹

鴇
R

葵
凄

(
bD
)嘱糊

(8

)殴叙畷

(
霞Q
)

理
叙
畷

(8

)蝋叙畷

尊
陣

騨
艶

調
刊
詔

中細

蘂
函

贈細

翼鰍

鯉鞭
翠

図
N寸

駅
-

郵刊

檸蝋

贈
O
寸

.°。
°,

d
°,

臼

6

黒
。゚

蕪

,

<
◎う

.
噂

O
.

°う

゜う

.

°う

一

庄
N

O
.

O
=

①
.

一

◎○
.

寸

◎○
.

O

典
怒
十

織
㎏
繍
龍

震
の
の

◎○

O

《
N
の
の

(蓉

嶋)

ρ

ρ

1

◎う

6
.

鴎
◎つ
ゆ

う゚
.

寸

ゆ
.

卜

(
③
。

=
)

迦
命
翼
岳

陣
髄

9
の
の

卜

O゚
1

9
の
の

ρQ

<

1
N

.
¢

i

9

i

ー

O.
8N

O
.

°う

q゚
.

㊤

(
寸

.
卜)

ム

ー
レ

忠

織
陣
繍
鴬

㊤

房
の

O

¢
1

¢
例
の
の

湘
騒
撃
遜

ξ
穏
薫
翠

(蓉

〇
一)
邸

邸

ー

目

O
.

O

霞

O
.

°う

博
.

=

O
.コ

喪
駆
霊
綜
に

㎏
髄

コ
の
の

鴎

や
コ
の
の

(
駆
尽
ト
蕊
ミ一)
℃

1

邸

ー

タ

『

躊゚
う

㊤
.

°う

卜
.

O

寸
.

N
【

典
命
藁
仔

陣
髄

旨
の

寸

マ
霧
の

(馨

9)
邸

鳴

-

閏

O
.

鴎

爲

N

.

N

寸
.

卜

め
.

O

喪
凝
区
綜
陣

㎏
憩

◎う
の
の

σう

う゚

あ
の
の

翠穏

薫
鰹

O
総
旧憩

応

(馨

O
開)
郎

ρ

1

目

『
霧
卜

寸
.

ゆ

卜
.

α

O
.

日

拠
命
翼
昼

㎏
議

N
の
の

N

7
N
の
の

QQ

(
O
.

可
)

◎○
。

寸

ゆ
.

寸

N

庄
N

O
.

O
鴎

寸
.

一

◎○
.

寸

(
N
.卜

〉

喪
螺
鼠
命

織
陣
繍
鴬

N
の
の

一

N
l

羽
の

翠
e
即

魑
誕
棚

鴇
R

琢
長

鍛
幽

縫
鰹

鴇
R

萎
醸

(
bD
)

酬

糊

(
霞Q
)

殴
叙
畷

(8

)理叙畷

(§

)蝋網曜

馨
㎏

暉
鵬

調
刊
詔

即蜘

婆区

中
胸
亟
蝋

鯉鞭逡

図

等駅

丁

婆

刊

陣

獣

臨内

N

6
ド

6
r

ぜ

「
ゆ

.
oう
.

N

暴
◎っ

蕪

起
日

鎖暉

M篠

嚥鰹

穆
畑

℃

O

l

目

『
ゆ
。○
寸
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第3表 上前原遺跡第3次 集石属性表

恥.
位 置

(XY座 標)

形状

(cm)

,

礫 数

(個)

礫重量

(kg)
備考

SSl
X-13795.5 76xl12 184 32

Y-44668.5

SS2
X-13793。5 65x86 481 39

Y-44668.0

SS3
X-13792.5 196x90 1761 300

Y-44662.0

SS4
X-13795.5 90xlOO 1645 195 重複2

Y-44662.5 70x70 下部張石

SS5
X-13796.5 110xl30 428 86 重複2

Y-44661.5 下部配石

SS6
X-13799.5 104x90 795(13) 140(38) 土器片
Y-44663.0 下部張石

SS7
X-13792.0 90xlO5 517 86

Y-44658.5

SS8
X-13795.5 140xl71 974(20) 431(22) 甕
Y-44675.5 下部張石

SS9
X-13796.5 90x95 450(9) 62(1)
Y-44656.5

SSIO
X-13791.0 75x76 467 121

Y-44656.5

SSIl
X-13789.5 55x60 66 7

Y-44653.5

SSI2
X-13792.0 110x120 296(7) 145(18)

Y-44653.5 下部張石

SSI3
X-13795.0 115xl10 1122 274

Y-44653.5

SSI4
X-13796.0 90x95 549 63

Y-44652.0

SSI5
X-13790.0 65x70 63 9

Y-44651.0

SSI6
X-13788.'0 56x64 97 18

Y-44650.0

SSI7
X-13788.0 70x65 36 9

Y-44649.0

SS18
X-13792.0 45x60 12 10.5

Y-44652.5

SS19
X-13799.0 90x115 489 90

Y-44655.5

SS20
X-13799.0 100x125 1072 103

Y-44660.5

SS21
X-13800.5 50x30 13 4

Y-44651.0

SS22
X-13801.0 36x32 13 5

Y-44651.0

SS23
X-1380玉.5 68x86 23 4.5

Y-44646.0

SS24
X-13803.0 48x55 73 10

Y-44648.0

SS25
X-13803.5 78x70 366 110

Y-44647.0

SS26
X-13804.0 46x65 42 7

Y-44648.5

SS27
X-13805.5 58x66 215 40

Y-44649.5

SS28
X-13804.0 50x52 79 12

Y-44652.0

SS29
X-13805.5 51x47 109 16

Y-44652.0

SS30
X-13806.0 71x90 435 120.4

Y-44651.0

SS31
X-13806.5 84x80 119 12.5

Y-44648.5

M
位置

(XY座 標)

形 状

(cm)

礫 数

(個)

礫重量

(kg)
備考

SS32
X-13805.5 48x68 86 24.5

Y-44646.0

SS33
X-13808.0 120x85 187 17.5 土器片
Y-44650.0

SS34
X-13809.0 65x74 139 38

Y-44649.0

SS35
X-13810.0 130x148 388 50

Y-44647.0
の

SS36
X-13809.5 a.80xl10 1361(9) 228(16) 重複3

Y-44651.0 b.100x80 下部張石

SS37
X-13802.5 51x60 31 5.5

Y-44643.5

SS38
X-13793.5 56x70 143 20

Y-44663.0

SS39
X-13794.0 90xllO 324(5) 55(8)

Y-44657.0 下部張石

SS40
X-13793.0 180xl85 992 458 重複2

Y-44660.0

SS41
X-13797.5 50x90 141 84

Y-44655。5

SS42
X-13790,0 85x76 173 62

Y-44661.0

SS43
欠番

SS44
X-13798.5 92x90 465(11) 55(9)
Y-44655.0 下部張石

計 12756 2543.4

(29 (23

※ 使用石数 は土墳 内の礫 の数 と重 量

()内 は総 量中の下部張石数値 を示す。
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ふ りが な

所収遺 跡名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド 世界測地系
調査期間

調査面積

(㎡)
調査原因

市町村 遺跡番号 北緯 東経

み の わ い せ き

箕 輪 遺 跡

くまがや しみ のわ あざ

熊谷市箕輪字
ばん ちほか

34-1番 地他
0064 040

36Q

56'

26"

136°

36'

23"

19980202

～

19980318
241.00

宅地造成
19990301

～

19990326
391.00

かみ まえは らいせ き

上前原遺跡

3茨

くまがやしせんだいあざかみまえはら

熊谷市千代字上前原
ば んち

65-1、65-4、65-5番 地

0065 022

36°

7'

24"

139Q

20'

14"

20041102

～

20041202
700.00

個人住宅

建設

かみ まえは らいせ き

上前原遺跡

4茨

くまがやしせんだいあざかみまえはら

熊谷市千代字上前原
ば んち

140番 地
0065 022

36°

7'

16"

139°

20'

13"

20060801
～

20060831
786.00

個人住宅

建設

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

箕 輪 遺 跡 集落跡

縄文時代中期

弥生時代後期

古墳時代後期

奈良時代

中世

住居跡

住居跡

方形周溝墓

住居跡

古墳祉

住居跡

土塁・堀

1軒

6軒

2基

1軒

1基

1軒

縄文土器

弥生土器

ガラス玉

土師器

須恵器

須恵器

住居跡 と方形周溝墓が同居

している。また、中世の可能

性のある土塁 と堀が検出され

た。

上 前原遺 跡

3次
集落跡

縄文時代中期

後期

住居跡

土墳

集石土塙

2軒

8基

43基

縄文土器

土製品 ・石製品

縄文時代中期前半の勝坂式期

に属する遺構 ・遺物が出土し

た。
　

上 前原遺 跡

4次
集落跡

縄文時代後期 住居跡

土塙

溝跡

ピット群

1軒

4基

2条

縄文土器

石製品
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